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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネルに配列された複数の表示画素に対して、所定の駆動信号を印加して、所望の
画像情報を表示させる表示駆動装置において、
　少なくとも、
　前記駆動信号の信号レベルを規定するための電源電圧が供給される電源ラインと、
　前記電源ラインに接続された放電手段と、
　前記電源電圧の供給態様に応じて、前記電源ラインに蓄積された電荷を、前記放電手段
を介して強制的に放電させる動作と、前記放電手段を介さずに自然放電させる動作と、を
選択的に設定する手段を有する放電モード制御手段と、
を備えることを特徴とする表示駆動装置。
【請求項２】
　表示パネルに配列された複数の表示画素に対して、所定の駆動信号を印加して、所望の
画像情報を表示させる表示駆動装置において、
　少なくとも、
　前記駆動信号の信号レベルを規定するための電源電圧が供給される電源ラインと、
　前記電源ラインに接続された放電手段と、
　前記電源電圧の供給態様を判別する電源判別手段と、
　前記電源電圧の供給態様に応じて、前記電源ラインに蓄積された電荷を、前記放電手段
を介して強制的に放電させる動作と、前記放電手段を介さずに自然放電させる動作と、を
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選択的に設定する手段を有して、前記電源ラインに蓄積された電荷を放電する動作を制御
する放電モード制御手段と、
を備えることを特徴とする表示駆動装置。
【請求項３】
　前記電源判別手段は、前記放電手段を用いて前記電源ラインに蓄積された電荷を放電す
る動作を実行した際の、前記電源ラインの電位の変化を検出する電位変化検出手段と、
　前記電位変化検出手段の検出結果に基づいて、前記放電モード制御手段により、前記放
電手段の動作状態を切り換え制御する放電動作制御手段と、
を有することを特徴とする請求項２記載の表示駆動装置。
【請求項４】
　前記放電動作制御手段は、前記電位変化検出手段により前記電源ラインの電位変化が検
出されなかった場合に、前記放電モード制御手段により、前記放電手段による前記放電動
作を停止させる放電停止手段を有することを特徴とする請求項３記載の表示駆動装置。
【請求項５】
　前記放電手段は、所定の抵抗値を有する第１の放電抵抗と、該第１の放電抵抗よりも低
い抵抗値を有する第２の放電抵抗とを有し、
　前記放電動作制御手段は、前記放電モード制御手段により、前記第１の放電抵抗を用い
て前記放電動作を行わせ、前記電位変化検出手段により前記電源ラインの電位変化が検出
された場合に、前記第２の放電抵抗を用いて前記放電動作を行わせるように制御する手段
を有することを特徴とする請求項３又は４記載の表示駆動装置。
【請求項６】
　前記電源電圧は、チャージポンプ回路を用いた電源供給手段により供給されることを特
徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の表示駆動装置。
【請求項７】
　前記電源電圧は、独立した専用電源からなる電源供給手段により供給されることを特徴
とする請求項１乃至５のいずれかに記載の表示駆動装置。
【請求項８】
　前記表示駆動装置は、前記表示パネルに配列された前記表示画素を選択状態に設定する
走査信号を出力する走査駆動回路であって、
　前記電源電圧は、前記走査信号を規定する信号電圧であることを特徴とする請求項１乃
至７のいずれかに記載の表示駆動装置。
【請求項９】
　複数の表示画素が２次元配列された表示パネルと、前記表示画素に走査信号を印加して
、前記表示画素を選択状態に設定する走査駆動回路と、前記選択状態に設定された前記表
示画素に対して、画像情報に応じた表示信号を印加する信号駆動回路と、少なくとも前記
走査信号の信号レベルを規定する電源電圧を前記走査駆動回路に供給する電源回路と、を
備えた表示装置において、
　前記走査駆動回路は、
　前記電源回路から供給された前記電源電圧が印加される電源ラインと、
　前記電源ラインに接続された放電手段と、
　前記電源電圧の供給態様に応じて、前記電源ラインに蓄積された電荷を、前記放電手段
を介して強制的に放電させる動作と、前記放電手段を介さずに自然放電させる動作と、を
選択的に設定する手段を有する放電モード制御手段と、
を具備することを特徴とする表示装置。
【請求項１０】
　複数の表示画素が２次元配列された表示パネルと、前記表示画素に走査信号を印加して
、前記表示画素を選択状態に設定する走査駆動回路と、前記選択状態に設定された前記表
示画素に対して、画像情報に応じた表示信号を印加する信号駆動回路と、少なくとも前記
走査信号の信号レベルを規定する電源電圧を前記走査駆動回路に供給する電源回路と、を
備えた表示装置において、
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　前記走査駆動回路は、
　前記電源回路から供給された前記電源電圧が印加される電源ラインと、
　前記電源ラインに接続された放電手段と、
　前記電源電圧の供給態様を判別する電源判別手段と、
　前記電源電圧の供給態様に応じて、前記電源ラインに蓄積された電荷を、前記放電手段
を介して強制的に放電させる動作と、前記放電手段を介さずに自然放電させる動作と、を
選択的に設定する手段を有して、前記電源ラインに蓄積された電荷を放電する動作を制御
する放電モード制御手段と、
を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項１１】
　前記電源判別手段は、前記放電手段を用いて前記電源ラインに蓄積された電荷を放電す
る動作を実行した際の、前記電源ラインの電位の変化を検出する電位変化検出手段と、
　前記電位変化検出手段の検出結果に基づいて、前記放電モード制御手段により、前記放
電手段の動作状態を切り換え制御する放電動作制御手段と、
を有することを特徴とする請求項１０記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記放電動作制御手段は、前記電位変化検出手段により前記電源ラインの電位変化が検
出されなかった場合に、前記放電モード制御手段により、前記放電手段による前記放電動
作を停止させる放電停止手段を有することを特徴とする請求項１１記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記放電手段は、所定の抵抗値を有する第１の放電抵抗と、該第１の放電抵抗よりも低
い抵抗値を有する第２の放電抵抗とを有し、
　前記放電動作制御手段は、前記放電モード制御手段により、前記第１の放電抵抗を用い
て前記放電動作を行わせ、前記電位変化検出手段により前記電源ラインの電位変化が検出
された場合に、前記第２の放電抵抗を用いて前記放電動作を行わせるように制御する手段
を有することを特徴とする請求項１１又は１２記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記電源回路は、チャージポンプ回路を用いて前記電源電圧を生成し、前記走査駆動回
路に供給することを特徴とする請求項９乃至１３のいずれかに記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記電源回路は、独立した専用電源から前記走査駆動回路に前記電源電圧を供給するこ
とを特徴とする請求項９乃至１３のいずれかに記載の表示装置。
【請求項１６】
　複数の表示画素が２次元配列された表示パネルと、前記表示画素に走査信号を印加して
、前記表示画素を選択状態に設定する走査駆動回路と、前記選択状態に設定された前記表
示画素に対して、画像情報に応じた表示信号を印加する信号駆動回路と、を備えた表示装
置の駆動制御方法において、
　前記表示装置は、電源回路から供給された電源電圧が印加される電源ラインと、前記電
源ラインに接続された放電手段とを有し、前記電源電圧の供給態様に応じて、前記電源ラ
インに蓄積された電荷を、前記放電手段を介して強制的に放電させる動作と、前記放電手
段を介さずに自然放電させる動作と、を選択的に設定する手段を有して、前記電源ライン
に蓄積された電荷を放電する動作を制御する放電モード制御手段を備え、
　前記表示パネルに前記画像情報を表示する通常の表示状態から、前記画像情報を表示せ
ず、少なくとも前記走査駆動回路及び前記信号駆動回路への電源電圧の供給が遮断された
待機状態への移行に際して、前記電源電圧の供給態様に応じて、前記放電モード制御手段
により、前記電源電圧が印加される電源ラインに蓄積された電荷を、前記放電手段を介し
て強制的に放電させる第１の放電方式と、前記放電手段を介さずに自然放電させる第２の
放電方式と、のいずれかに切り換えて放電させることを特徴とする表示装置の駆動制御方
法。
【請求項１７】
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　前記第１の放電方式を用いて、前記電源ラインに蓄積された電荷を放電する動作を実行
させた際の、前記電源ラインの電位の変化を検出し、
　前記電源ラインの電位の変化が検出された場合には、前記第１の放電方式を用いた前記
放電動作を継続させ、
　前記電源ラインの電位の変化が検出されなかった場合には、前記第１の放電方式を用い
た前記放電動作を停止させ、前記電源電圧の供給を遮断した後、前記第２の放電方式を用
いて、前記電源ラインに蓄積された電荷を放電させることを特徴とする請求項１６記載の
表示装置の駆動制御方法。
【請求項１８】
　前記第１の放電方式を用いた前記放電動作は、所定の抵抗値を有する第１の放電抵抗を
用いて前記放電動作を行わせ、
　前記電源ラインの電位の変化が検出された場合には、前記第１の放電抵抗よりも低い抵
抗値を有する第２の放電抵抗を用いて前記放電動作を継続させることを特徴とする請求項
１７記載の表示装置の駆動制御方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示駆動装置及び表示装置並びにその駆動制御方法に関し、特に、電源回路
から供給される電源電圧に基づいて、表示パネルを駆動する表示駆動装置、及び、該表示
駆動装置を備えた表示装置並びにその駆動制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラや携帯電話機、ポータブルオーディオ装置、携帯ゲーム機等の携
帯機器を始め、様々な電子機器において、画像や文字情報等を表示するために、液晶表示
装置（Liquid Crystal Display；ＬＣＤ）等の表示装置（ディスプレイ）が搭載されてい
る。このような表示装置は、薄型軽量で低消費電力化が可能であり、表示画質にも優れて
いるという特徴を有している。
【０００３】
　以下に、従来技術における表示装置の例として、液晶表示装置の概略構成を簡単に説明
する。
　図１２は、アクティブマトリクス型の駆動方式を採用した液晶表示装置の概略構成を示
すブロック図である。
【０００４】
　図１２に示すように、従来技術における液晶表示装置１００Ｐは、概略、表示画素（図
示を省略）が２次元配列された液晶表示パネル１１０と、該液晶表示パネル１１０の各行
の表示画素群を順次走査して選択状態に設定するゲートドライバ１２０と、選択状態に設
定された行の表示画素群に、映像信号に基づく表示信号を一括して出力するソースドライ
バ１３０と、ゲートドライバ１２０及びソースドライバ１３０における動作タイミングを
制御するための制御信号（水平制御信号、垂直制御信号等）を生成、出力するＬＣＤコン
トローラ１４０と、映像信号から複合同期信号（水平同期信号Ｈ、垂直同期信号Ｖ、コン
ポジット同期信号ＣＳＹ）、及び、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の各色信号（ＲＧＢ信
号）を抽出するＲＧＢデコーダ１５０と、極性反転信号ＦＲＰに基づいて、ＲＧＢ信号を
反転処理して輝度信号（ＲＧＢ反転信号）としてソースドライバ１３０に出力する反転ア
ンプ１６０と、極性反転信号ＦＲＰに基づいて、液晶表示パネル１１０の各表示画素に共
通に設けられた共通電極に対して、所定の電圧極性を有するコモン信号電圧Ｖcomを印加
するコモン信号駆動アンプ（駆動アンプ）１７０と、を有して構成されている。
【０００５】
　ここで、液晶表示パネル１１０は、例えば、図１２に示すように、対向する透明基板（
図示を省略）間に、互いに直交する方向に配設された複数の走査ラインＳＬ及び複数のデ
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ータラインＤＬと、走査ラインＳＬ及びデータラインＤＬの各交点近傍に配置された複数
の表示画素Ｐｘと、を備えて構成されている。また、各表示画素Ｐｘは、液晶容量Ｃlcを
構成する画素電極とデータラインＤＬ間に電流路（ソース－ドレイン）が接続され、走査
ラインＳＬに制御端子（ゲート）が接続された画素トランジスタ（画素ＴＦＴ）と、各表
示画素Ｐｘの画素電極及び該画素電極に対向して配置された単一の共通電極（対向電極：
コモン信号電圧Ｖcom）、該画素電極と共通電極との間に充填、保持された液晶分子から
なる液晶容量Ｃlcと、該液晶容量Ｃlcに並列に構成され、他端側が所定電圧Ｖcs（例えば
、コモン信号電圧Ｖcom）に接続され、液晶容量Ｃlcに印加された信号電圧を保持するた
めの蓄積容量Ｃcsと、を備えた構成を有している。
【０００６】
　このような構成を有する液晶表示装置において、装置外部等から入力された映像信号は
、ＲＧＢデコーダ１５０により上記複合同期信号（Ｈ、Ｖ、ＣＳＹ）が分離されて、ＬＣ
Ｄコントローラ１４０に供給されるとともに、ＲＧＢ信号が分離されて、反転アンプ１６
０により生成された輝度信号がソースドライバ１３０に供給される。そして、ＬＣＤコン
トローラ１４０は、複合同期信号に基づいて、垂直制御信号及び水平制御信号を生成して
、各々ゲートドライバ１２０及びソースドライバ１３０に供給するとともに、極性反転信
号ＦＲＰを生成して、上記反転アンプ１６０及びコモン信号駆動アンプ１７０に供給する
。
【０００７】
　そして、このような構成を有する液晶表示装置の表示駆動動作は、ゲートドライバ１２
０により垂直制御信号に基づいて各走査ラインＳＬに走査信号が順次印加されることによ
り、当該行の表示画素Ｐｘ群の画素トランジスタＴＦＴがオン動作して、表示信号を書き
込み可能な選択状態に設定される。
【０００８】
　この表示画素Ｐｘ群の選択タイミングに同期して、予め水平制御信号に基づいてソース
ドライバ１３０に順次取り込み保持された、液晶表示パネル１１０の１行分の輝度信号に
対応する表示信号が、各データラインＤＬを介して、上記選択状態に設定された各表示画
素Ｐｘに一斉に供給される。また、このソースドライバ１３０による表示信号の供給タイ
ミングに同期して、コモン信号駆動アンプ１７０により極性反転信号ＦＲＰに基づいて該
表示信号に対して反転極性となるコモン信号電圧Ｖcomが共通電極に印加される。
【０００９】
　これにより、選択状態に設定された各表示画素Ｐｘの画素トランジスタＴＦＴを介して
、画素電極に表示信号が印加されることにより、液晶容量Ｃlcに充填された液晶分子が、
当該表示信号に応じて配向状態を変化させ、所定の階調表示動作が行われるとともに、該
液晶容量Ｃlcに並列に接続された蓄積容量Ｃcsに、該液晶容量Ｃlcに印加された電圧が充
電される（表示データの書き込みが行われる）。
　このような一連の動作を、１画面分の各行に対して繰り返し実行することにより、上記
映像信号に基づく所望の画像情報が液晶表示パネル１１０に表示される。
【００１０】
　ところで、上述したような液晶表示装置の表示駆動動作においては、ゲートドライバ１
２０及びソースドライバ１３０から液晶表示パネル１１０に印加される走査信号や表示信
号の電圧レベルを設定するために電源電圧を装置外部から供給する必要がある。具体的に
は、ゲートドライバ１２０及びソースドライバ１３０における論理駆動電圧ＶＤＤ、ＶＳ
Ｓ（ＶＳＳは、接地電位Ｖgndであってもよい）や、ソースドライバ１３０から出力され
る表示信号の階調電圧を規定する駆動電圧ＶＳＨ、ゲートドライバ１２０から出力される
走査信号のハイレベルを規定する駆動電圧ＶＧＨ、走査信号のローレベルを規定する駆動
電圧ＶＧＬ等の各種の電源電圧を供給する必要がある。このような電源電圧を液晶表示装
置に供給する手段（電源回路）としては、例えば、特許文献１等に開示されているチャー
ジポンプ回路を備えた構成や、各駆動電圧に応じた個別の専用電源を備えた構成が知られ
ている。
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【００１１】
　ここで、特許文献１等に開示されているチャージポンプ回路を備えた電源回路について
簡単に説明する。
　図１３は、チャージポンプ回路を備えた電源回路の一例を示す概略回路図である。
　チャージポンプ回路を備えた電源回路は、例えば、図１３に示すように、接地電位（Ｖ
ＳＳ＝０Ｖ）に負電極側が接続された個別の直流電源Ｖ１、Ｖ２、Ｖ３を有し、複数種の
駆動電圧（ＶＤＤ、ＶＳＨ、ＶＧＨ）を供給する電源部１８１と、該電源部１８１から供
給される複数種の駆動電圧（ＶＤＤ、ＶＧＨ）及び接地電位（ＶＳＳ）に基づいて、特定
の駆動電圧（ＶＧＬ）を生成するチャージポンプ回路部１８２と、を備えた構成を有して
いる。
【００１２】
　チャージポンプ回路部１８２は、例えば、図１３に示すように、接点Ｎ１及び接点Ｎou
t間に直列に接続されたコンデンサＣ１、スイッチＳＢ２、コンデンサＣ２、スイッチＳ
Ｂ３と、接点Ｎ１への駆動電圧ＶＧＨの印加を制御するスイッチＳＡ１と、接点Ｎ１への
駆動電圧ＶＳＳ（接地電位）の印加を制御するスイッチＳＢ１と、コンデンサＣ１とスイ
ッチＳＢ２間の接点Ｎ２への駆動電圧ＶＳＳの印加を制御するスイッチＳＡ２と、スイッ
チＳＢ２とコンデンサＣ２間の接点Ｎ３への駆動電圧ＶＤＤの印加を制御するスイッチＳ
Ａ３と、コンデンサＣ２とスイッチＳＢ３間の接点Ｎ４への駆動電圧ＶＳＳの印加を制御
するスイッチＳＡ４と、接点Ｎout及び駆動電圧ＶＳＳの間に接続されたコンデンサＣ３
と、を備えた構成を有している。なお、これらのスイッチＳＡ１～ＳＡ４、ＳＢ１～ＳＢ
３は、上述した複合同期信号に基づいて生成される切換制御信号（具体的には、垂直制御
クロック）、又は、その反転信号（反転切換信号）に基づいて、オン／オフ状態が切り換
え制御される。
【００１３】
　このようなチャージポンプ回路部１８２を備えた電源回路における駆動電圧の生成、供
給動作は、概ね、切換制御信号及び反転切換信号に基づく第１のタイミング期間で、スイ
ッチＳＡ１～ＳＡ４をオン動作させるとともに、スイッチＳＢ１～ＳＢ３をオフ動作させ
ることにより、コンデンサＣ１に駆動電圧ＶＧＨ－ＶＳＳ間の電位差に相当する電荷が蓄
積され、コンデンサＣ２に駆動電圧ＶＤＤ－ＶＳＳ間の電位差に相当する電荷が蓄積され
る（充電動作）。
【００１４】
　次いで、第２のタイミング期間で、スイッチＳＡ１～ＳＡ４をオフ動作させるとともに
、スイッチＳＢ１～ＳＢをオン動作させることにより、コンデンサＣ１及びＣ２が直列接
続されるとともに、接点Ｎ１に駆動電圧ＶＳＳが、接点Ｎ４に接点Ｎoutが接続されるた
め、直列接続されたコンデンサＣ１及びＣ２に蓄積された電荷に相当する逆極性の電圧（
＝－（ＶＧＨ＋ＶＤＤ）；負電圧）が接点Ｎoutに生成される。この電圧は、駆動電圧Ｖ
ＧＬとしてゲートドライバ１２０に供給される（放電動作）とともに、コンデンサＣ３に
充電される。
　そして、上述したような充放電動作を、切換制御信号及び反転切換信号に基づいて、繰
り返し実行することにより、負電圧を有する駆動電圧ＶＧＬが安定してゲートドライバ１
２０へ供給される。
【００１５】
【特許文献１】特開２００１－１００１７７号公報　（第４頁、図２、図３）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　上述したような液晶表示装置においては、所定の設定条件の下で、液晶表示パネルにお
ける画像表示が通常の表示状態からスタンバイ状態（パワーセーブ状態又は待機状態:非
表示状態であって、表示パネル及び各ドライバへの電源電圧の供給が遮断された状態）に
移行する機能を有するものが知られている。例えば、携帯電話機等においては、表示パネ
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ルに画像表示された後、ボタン操作（入力操作）等を行わずに、一定の時間が経過すると
、消費電力の削減のために、表示パネルの表示が消えるように駆動制御されている。
【００１７】
　ここで、ゲートドライバに供給される駆動電圧ＶＧＬに着目した場合、当該駆動電圧Ｖ
ＧＬが供給される電源ライン（ＶＧＬ電源ライン）の電位が、上述したようなチャージポ
ンプ回路部によって生成、供給されている構成において、通常の表示状態から上記スタン
バイ状態に移行する際、チャージポンプ回路部からの駆動電圧ＶＧＬの供給が遮断された
後においても、ＶＧＬ電源ラインに電荷が残り、例えば、ＶＧＬ電源ラインと走査ライン
間等に設けられた表示パネルの保護素子等を通して、表示画素を構成する液晶に電荷が蓄
積されてしまい、残像が生じることによる視認性の劣化や、液晶の劣化を招く等の問題を
有していた。
【００１８】
　また、上述したような液晶表示装置において、表示パネル及び各ドライバへの電源投入
順序は、一般に、ロジック電源（ゲートドライバ以外のドライバや制御部等への電源電圧
）投入後にゲートドライバの電源電圧を投入する必要がある。これは、ゲートドライバの
電源電圧が先に供給されて、表示パネルの画素ＴＦＴがオン動作してしまうと、予期しな
い過大な電圧が液晶（表示画素）に印加されてしまったり、表示動作上の誤動作が生じた
りする可能性があり、このような現象を防止するためである。
【００１９】
　このような電源投入順序において、スタンバイ状態においてＶＧＬ電源ラインに電荷が
残っていた場合、通常の表示状態に移行する際に、先にゲートドライバの駆動電源が投入
された状態（オン状態）になって、表示パネルの画素ＴＦＴがオン動作してしまい、表示
誤動作を生じる可能性があるという問題があった。
【００２０】
　このような問題を解消するためには、通常表示状態からスタンバイ状態への移行時に、
ＶＧＬ電源ラインの電荷を迅速に放電する必要がある。ここで、上述したようなチャージ
ポンプ回路部を用いて電源電圧（駆動電圧ＶＧＬ）が生成、供給されている場合には、駆
動電圧ＶＧＬに応じた電荷が、ＶＧＬ電源ラインに接続された容量成分（上記コンデンサ
Ｃ３や配線容量）に蓄積、保持されているので、通常の表示状態からスタンバイ状態への
移行時に、例えば、ＶＧＬ電源ラインを接地電位に接続することにより、当該容量成分に
蓄積された電荷を抜く（放電する）ことができ、上述したような問題を解決することがで
きる。
【００２１】
　しかしながら、駆動電圧ＶＧＬが、上述したようなチャージポンプ回路部により生成さ
れるのではなく、当該電圧（駆動電圧ＶＧＬ）を直接供給する専用電源から供給されてい
る場合には、一般に、表示パネルにおける表示状態の変化（通常表示状態からスタンバイ
状態への移行）に連動して駆動電圧ＶＧＬの供給が遮断されないため、ＶＧＬ電源ライン
を接地電位に接続して上記容量成分に蓄積された電荷を抜く（放電する）ように制御して
も、当該専用電源から電荷が供給され続けてしまい（電流が流れ続けてしまい）、実質的
にゲートドライバへの電源電圧（駆動電圧ＶＧＬ）の供給を遮断した状態（オフ状態）に
設定することができなかった。
【００２２】
　ここで、表示パネル及びその周辺回路（各ドライバ等）からなるパネルモジュールに対
して、電源電圧（駆動電圧ＶＧＬ）を供給する電源回路の態様は、上述したチャージポン
プ回路を適用する方式や専用電源を適用する方式が混在しており、いずれの方式を採用す
るかは、当該液晶表示装置が搭載される電子機器の仕様や設計思想等により適宜決定され
るものであるため、ＶＧＬ電源ラインに蓄積された電荷を放電するための手段は特に設け
られておらず、一般に、保護素子のリーク電流等による自然放電によって徐々に放電され
る方式が採用されていた。
　そのため、当該放電に比較的長い時間がかかることになり、上記のような残像の発生や
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液晶の劣化、表示誤動作の発生を招くという問題を有していた。
【００２３】
　そこで、本発明は、上述した問題点に鑑み、パネルモジュールに電源電圧を供給する電
源回路の態様に関わらず、通常の表示動作からスタンバイ状態への移行に際して、電源ラ
インに蓄積された電荷を良好に放電して、残像の発生や液晶の劣化、表示誤動作を抑制す
ることができる表示駆動装置、及び、該表示駆動装置を備えた表示装置並びにその駆動制
御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　請求項１記載の発明は、表示パネルに配列された複数の表示画素に対して、所定の駆動
信号を印加して、所望の画像情報を表示させる表示駆動装置において、少なくとも、前記
駆動信号の信号レベルを規定するための電源電圧が供給される電源ラインと、前記電源ラ
インに接続された放電手段と、前記電源電圧の供給態様に応じて、前記電源ラインに蓄積
された電荷を、前記放電手段を介して強制的に放電させる動作と、前記放電手段を介さず
に自然放電させる動作と、を選択的に設定する手段を有する放電モード制御手段と、を備
えることを特徴とする。
 
【００２５】
　請求項２記載の発明は、表示パネルに配列された複数の表示画素に対して、所定の駆動
信号を印加して、所望の画像情報を表示させる表示駆動装置において、少なくとも、前記
駆動信号の信号レベルを規定するための電源電圧が供給される電源ラインと、前記電源ラ
インに接続された放電手段と、前記電源電圧の供給態様を判別する電源判別手段と、前記
電源電圧の供給態様に応じて、前記電源ラインに蓄積された電荷を、前記放電手段を介し
て強制的に放電させる動作と、前記放電手段を介さずに自然放電させる動作と、を選択的
に設定する手段を有して、前記電源ラインに蓄積された電荷を放電する動作を制御する放
電モード制御手段と、を備えることを特徴とする。
 
【００２７】
　請求項３記載の発明は、請求項２記載の表示駆動装置において、前記電源判別手段は、
前記放電手段を用いて前記電源ラインに蓄積された電荷を放電する動作を実行した際の、
前記電源ラインの電位の変化を検出する電位変化検出手段と、前記電位変化検出手段の検
出結果に基づいて、前記放電モード制御手段により、前記放電手段の動作状態を切り換え
制御する放電動作制御手段と、を有することを特徴とする。
 
【００２８】
　請求項４記載の発明は、請求項３記載の表示駆動装置において、前記放電動作制御手段
は、前記電位変化検出手段により前記電源ラインの電位変化が検出されなかった場合に、
前記放電モード制御手段により、前記放電手段による前記放電動作を停止させる放電停止
手段を有することを特徴とする。
　請求項５記載の発明は、請求項３又は４記載の表示駆動装置において、前記放電手段は
、所定の抵抗値を有する第１の放電抵抗と、該第１の放電抵抗よりも低い抵抗値を有する
第２の放電抵抗とを有し、前記放電動作制御手段は、前記放電モード制御手段により、前
記第１の放電抵抗を用いて前記放電動作を行わせ、前記電位変化検出手段により前記電源
ラインの電位変化が検出された場合に、前記第２の放電抵抗を用いて前記放電動作を行わ
せるように制御する手段を有することを特徴とする。
 
【００２９】
　請求項６記載の発明は、請求項１乃至５のいずれかに記載の表示駆動装置において、前
記電源電圧は、チャージポンプ回路を用いた電源供給手段により供給されることを特徴と
する。
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　請求項７記載の発明は、請求項１乃至５のいずれかに記載の表示駆動装置において、前
記電源電圧は、独立した専用電源からなる電源供給手段により供給されることを特徴とす
る。
 
【００３０】
　請求項８記載の発明は、請求項１乃至７のいずれかに記載の表示駆動装置において、前
記表示駆動装置は、前記表示パネルに配列された前記表示画素を選択状態に設定する走査
信号を出力する走査駆動回路であって、前記電源電圧は、前記走査信号を規定する信号電
圧であることを特徴とする。
 
【００３１】
　請求項９記載の発明は、複数の表示画素が２次元配列された表示パネルと、前記表示画
素に走査信号を印加して、前記表示画素を選択状態に設定する走査駆動回路と、前記選択
状態に設定された前記表示画素に対して、画像情報に応じた表示信号を印加する信号駆動
回路と、少なくとも前記走査信号の信号レベルを規定する電源電圧を前記走査駆動回路に
供給する電源回路と、を備えた表示装置において、前記走査駆動回路は、前記電源回路か
ら供給された前記電源電圧が印加される電源ラインと、前記電源ラインに接続された放電
手段と、前記電源電圧の供給態様に応じて、前記電源ラインに蓄積された電荷を、前記放
電手段を介して強制的に放電させる動作と、前記放電手段を介さずに自然放電させる動作
と、を選択的に設定する手段を有する放電モード制御手段と、を具備することを特徴とす
る。
 
【００３２】
　請求項１０記載の発明は、複数の表示画素が２次元配列された表示パネルと、前記表示
画素に走査信号を印加して、前記表示画素を選択状態に設定する走査駆動回路と、前記選
択状態に設定された前記表示画素に対して、画像情報に応じた表示信号を印加する信号駆
動回路と、少なくとも前記走査信号の信号レベルを規定する電源電圧を前記走査駆動回路
に供給する電源回路と、を備えた表示装置において、前記走査駆動回路は、前記電源回路
から供給された前記電源電圧が印加される電源ラインと、前記電源ラインに接続された放
電手段と、前記電源電圧の供給態様を判別する電源判別手段と、前記電源電圧の供給態様
に応じて、前記電源ラインに蓄積された電荷を、前記放電手段を介して強制的に放電させ
る動作と、前記放電手段を介さずに自然放電させる動作と、を選択的に設定する手段を有
して、前記電源ラインに蓄積された電荷を放電する動作を制御する放電モード制御手段と
、を備えることを特徴とする。
 
【００３４】
　請求項１１記載の発明は、請求項１０記載の表示装置において、前記電源判別手段は、
前記放電手段を用いて前記電源ラインに蓄積された電荷を放電する動作を実行した際の、
前記電源ラインの電位の変化を検出する電位変化検出手段と、前記電位変化検出手段の検
出結果に基づいて、前記放電モード制御手段により、前記放電手段の動作状態を切り換え
制御する放電動作制御手段と、を有することを特徴とする。
 
【００３５】
　請求項１２記載の発明は、請求項１１記載の表示装置において、前記放電動作制御手段
は、前記電位変化検出手段により前記電源ラインの電位変化が検出されなかった場合に、
前記放電モード制御手段により、前記放電手段による前記放電動作を停止させる放電停止
手段を有することを特徴とする。
　請求項１３記載の発明は、請求項１１又は１２記載の表示装置において、前記放電手段
は、所定の抵抗値を有する第１の放電抵抗と、該第１の放電抵抗よりも低い抵抗値を有す
る第２の放電抵抗とを有し、前記放電動作制御手段は、前記放電モード制御手段により、
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前記第１の放電抵抗を用いて前記放電動作を行わせ、前記電位変化検出手段により前記電
源ラインの電位変化が検出された場合に、前記第２の放電抵抗を用いて前記放電動作を行
わせるように制御する手段を有することを特徴とする。
 
【００３６】
　請求項１４記載の発明は、請求項９乃至１３のいずれかに記載の表示装置において、前
記電源回路は、チャージポンプ回路を用いて前記電源電圧を生成し、前記走査駆動回路に
供給することを特徴とする。
　請求項１５記載の発明は、請求項９乃至１３のいずれかに記載の表示装置において、前
記電源回路は、独立した専用電源から前記走査駆動回路に前記電源電圧を供給することを
特徴とする。
 
【００３７】
　請求項１６記載の発明は、複数の表示画素が２次元配列された表示パネルと、前記表示
画素に走査信号を印加して、前記表示画素を選択状態に設定する走査駆動回路と、前記選
択状態に設定された前記表示画素に対して、画像情報に応じた表示信号を印加する信号駆
動回路と、を備えた表示装置の駆動制御方法において、前記表示装置は、電源回路から供
給された電源電圧が印加される電源ラインと、前記電源ラインに接続された放電手段とを
有し、前記電源電圧の供給態様に応じて、前記電源ラインに蓄積された電荷を、前記放電
手段を介して強制的に放電させる動作と、前記放電手段を介さずに自然放電させる動作と
、を選択的に設定する手段を有して、前記電源ラインに蓄積された電荷を放電する動作を
制御する放電モード制御手段を備え、前記表示パネルに前記画像情報を表示する通常の表
示状態から、前記画像情報を表示せず、少なくとも前記走査駆動回路及び前記信号駆動回
路への電源電圧の供給が遮断された待機状態への移行に際して、前記電源電圧の供給態様
に応じて、前記放電モード制御手段により、前記電源電圧が印加される電源ラインに蓄積
された電荷を、前記放電手段を介して強制的に放電させる第１の放電方式と、前記放電手
段を介さずに自然放電させる第２の放電方式と、のいずれかに切り換えて放電させること
を特徴とする。
 
【００３８】
　請求項１７記載の発明は、請求項１６記載の表示装置の駆動制御方法において、前記第
１の放電方式を用いて、前記電源ラインに蓄積された電荷を放電する動作を実行させた際
の、前記電源ラインの電位の変化を検出し、前記電源ラインの電位の変化が検出された場
合には、前記第１の放電方式を用いた前記放電動作を継続させ、前記電源ラインの電位の
変化が検出されなかった場合には、前記第１の放電方式を用いた前記放電動作を停止させ
、前記電源電圧の供給を遮断した後、前記第２の放電方式を用いて、前記電源ラインに蓄
積された電荷を放電させることを特徴とする。
 
【００３９】
　請求項１８記載の発明は、請求項１７記載の表示装置の駆動制御方法において、前記第
１の放電方式を用いた前記放電動作は、所定の抵抗値を有する第１の放電抵抗を用いて前
記放電動作を行わせ、前記電源ラインの電位の変化が検出された場合には、前記第１の放
電抵抗よりも低い抵抗値を有する第２の放電抵抗を用いて前記放電動作を継続させること
を特徴とする。
 
【発明の効果】
【００４０】
　本発明によれば、表示パネルに所望の画像情報を表示させるための駆動信号（走査信号
）を出力する表示駆動装置（ゲートドライバ）及び当該表示駆動装置を備えた表示装置に
おいて、駆動信号の信号レベルを規定するための電源電圧（駆動電圧）が供給される電源
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ラインに放電手段が設けられ、上記電源電圧を供給する電源回路（電源供給手段）が、チ
ャージポンプ回路を備えた構成であるか、専用電源からなる構成であるかによって、上記
放電手段を用いた放電方式（強制放電）と、リーク電流による放電方式（自然放電）とを
切り換える放電モード制御手段（ＶＧＬモードレジスタ）を備えた構成を有している。
【００４１】
　このような構成によれば、電源回路の態様に関わらず、単一の構成を有する表示駆動装
置（又は、当該表示駆動装置を備えた表示装置）によって、良好に電源電圧が供給される
とともに、表示パネルの表示状態が通常の表示状態から待機状態（スタンバイ状態）に移
行した際においても、電源回路の態様に応じた放電方式を設定することができ、電源電圧
が供給される電源ラインの電荷を良好に放電することができる。
【００４２】
　これにより、電源回路がチャージポンプ回路を備えた構成である場合には、上記放電手
段を用いた放電方式（強制放電）により、電源ラインに蓄積された電荷を迅速かつ十分に
放電してスタンバイ状態に移行させることができるので、通常の表示状態からスタンバイ
状態への移行に際して、残像の発生や液晶の劣化を抑制することができる。
【００４３】
　また、スタンバイ状態から通常表示状態に復起する際に、電源ラインの電荷が十分に放
電されているので、電源ラインに残留する電荷（電位）に起因して、他の駆動装置や制御
装置よりも先に駆動電源が投入されてしまい、表示誤動作が発生するという現象を防止す
ることができる。
【００４４】
　また、本発明によれば、上記放電手段を用いた放電方式（強制放電）により放電動作を
実行した場合の、電源ラインの電位変化を検出する電位変化検出手段、及び、放電方式（
放電手段の動作状態）を切り換え制御する放電動作制御手段を設けることにより、電源回
路がチャージポンプ回路を備えた構成であるか、専用電源であるかを判別（判定）するこ
とができ、当該電位変化の検出結果に基づいて、上記放電手段を用いた放電方式（強制放
電）を継続するか、あるいは、該放電方式による放電動作を中断（停止）して、リーク電
流による放電方式（自然放電）に切り換えるか、を自動的に設定制御することができる。
【００４５】
　これにより、本発明に係る表示駆動装置、又は、当該表示駆動装置を備えた表示装置に
電源回路を接続するだけで、通常表示状態からスタンバイ状態に移行する際に、当該電源
回路の態様に応じた放電方式が自動的に設定されるので、当該設定に係る作業工数を削減
することができるとともに、人為的な設定ミスによる残像の発生や液晶の劣化、表示誤動
作の発生を抑制することができる。
【００４６】
　また、上記電源回路が専用電源からなる場合には、放電手段を用いた放電方式（強制放
電）による放電動作を中断（停止）して、リーク電流による放電方式（自然放電）に切り
換えることにより、比較的短い時間で強制放電による放電動作を停止させることができる
ので、当該専用電源から流れる電流量を抑制して、消費電力を低減することができる。
【００４７】
　さらに、上記放電手段として、抵抗値の異なる第１の放電抵抗と第２の放電抵抗とを有
し、抵抗値の大きい第１の放電抵抗を用いて上記放電動作（強制放電）を実行した際の、
電源ラインの電位変化に応じて、抵抗値の小さい第２の放電抵抗を用いて上記放電動作を
継続するか、放電動作を中断して、自然放電による放電動作を実行するか、を設定制御す
る構成を適用することもできる。
【００４８】
　これによれば、電源回路がチャージポンプ回路を備えた構成の場合には、放電抵抗の抵
抗値を低くして電源ラインからの放電を促進することができるので、通常表示状態からス
タンバイ状態への移行に要する時間を短縮することができ、一方、電源回路が専用電源か
らなる構成の場合には、放電抵抗の抵抗値が高い状態で放電動作が継続されるので、当該
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放電動作により流れる電流量を抑制して、消費電力を低減することができるとともに、専
用電源の電流供給能力を低く設定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４９】
　以下、本発明に係る表示駆動装置及び表示装置並びにその駆動制御方法について、実施
の形態を示して詳しく説明する。
　まず、本発明に係る表示駆動装置を適用可能な表示装置（液晶表示装置）について、図
面を参照しながら説明する。
【００５０】
　図１は、本発明に係る表示装置の構成を適用した液晶表示装置の一実施形態を示す概略
ブロック図である。ここでは、上述した従来技術（図１２）と同等の構成については、同
等又は同一の符号を付して説明する。
　図１に示すように、本実施形態に係る液晶表示装置１００は、大別して、上述した従来
技術（図１２参照）と同等の構成を有する液晶表示パネル（表示パネル）１０、ゲートド
ライバ（表示駆動装置、走査駆動回路）２０、ソースドライバ（信号駆動回路）３０、Ｌ
ＣＤコントローラ４０、ＲＧＢデコーダ５０、反転アンプ６０及びコモン信号駆動アンプ
（駆動アンプ）７０に加え、電源回路８０を備えた構成を有している。
【００５１】
　以下、上述した各構成について、詳しく説明する。
　液晶表示パネル１０は、上述した従来技術に示した構成（図１２）と同様に、相互に直
交して配設された複数の走査ラインＳＬ及びデータラインＤＬの各交点近傍に、画素トラ
ンジスタ（画素ＴＦＴ）を介して、画素電極及び共通電極からなる液晶容量Ｃlcと蓄積容
量ＣcsとがデータラインＤＬに並列に接続された複数の表示画素Ｐｘが、マトリクス状に
配列された構成を有している。
【００５２】
　ゲートドライバ２０は、上記液晶表示パネル１０の行方向に配設された各走査ラインＳ
Ｌに接続され、ＬＣＤコントローラ４０から出力される垂直制御信号（後述するゲートラ
インアウトプットイネーブル信号ＧＯＥ、ゲートクロックＧＰＣＫ、ゲートスタート信号
ＧＳＲＴ等）に基づいて、各走査ラインＳＬに走査信号（ゲートパルス；駆動信号）を順
次印加して、当該行の表示画素Ｐｘ群を選択状態（画素ＴＦＴをオン状態）に設定する。
【００５３】
　また、ソースドライバ３０は、上記液晶表示パネル１０の列方向に配設された各データ
ラインＤＬに接続され、ＬＣＤコントローラ４０から出力される水平制御信号に基づいて
、Ｒ、Ｇ、Ｂ各色の輝度信号を１行単位で取り込んで保持し、上記ゲートドライバ２０に
より選択状態に設定された行の表示画素Ｐｘ群に対して、保持した輝度信号に対応する表
示信号を、各データラインＤＬを介して一斉に供給する。
【００５４】
　ＲＧＢデコーダ５０は、例えば、液晶表示装置の外部から供給される映像信号（コンポ
ジットビデオ信号）から水平同期信号Ｈ、垂直同期信号Ｖ及びシステムクロックＣＳＹを
抽出してＬＣＤコントローラ４０に供給するとともに、ペデスタルクランプ、クロマ処理
等を実行して、上記映像信号に含まれるＲ、Ｇ、Ｂの各色信号（ＲＧＢ信号）を抽出して
、反転アンプ６０に供給する。
　反転アンプ６０は、ＬＣＤコントローラ６０から供給される極性反転信号ＦＲＰに基づ
いて、ＲＧＢ信号を反転処理して輝度信号（ＲＧＢ反転信号）としてソースドライバ３０
に出力する。
【００５５】
　ＬＣＤコントローラ４０は、ＲＧＢデコーダ５０から供給される水平同期信号Ｈ、垂直
同期信号Ｖ及びコンポジット同期信号ＣＳＹに基づいて、極性反転信号ＦＲＰ等を生成し
て、反転アンプ６０及びコモン信号駆動アンプ７０に出力するとともに、上述した各種水
平制御信号及び垂直制御信号を生成して、ゲートドライバ２０及びソースドライバ３０に
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供給する。
【００５６】
　コモン信号駆動アンプ７０は、ＬＣＤコントローラ４０から出力される極性反転信号Ｆ
ＲＰに基づいて、各表示画素Ｐｘの画素電極に印加される表示信号に対して、各表示画素
Ｐｘに共通に設けられた共通電極に印加されるコモン信号電圧Ｖcomの極性が反転するよ
うに駆動制御する。
【００５７】
　電源回路８０は、少なくともゲートドライバ２０及びソースドライバ３０における論理
制御に用いられる駆動電圧ＶＤＤ、ＶＳＳや、液晶表示パネル１０に印加する走査信号や
表示信号の電圧レベル（信号レベル）を設定するための駆動電圧ＶＧＨ、ＶＧＬ、ＶＳＨ
を生成して、ゲートドライバ２０及びソースドライバ３０に供給する電源供給手段であっ
て、例えば、上述した従来技術と同様に、図示を省略した電源（例えば、電源電池）から
供給される電源電圧（駆動電圧ＶＤＤ、ＶＧＨ、ＶＳＨ）に基づいて、チャージポンプ回
路により、上記駆動電圧ＶＧＬを生成して供給するものであってもよいし、電源回路８０
自体が上記各駆動電圧ＶＤＤ、ＶＧＨ、ＶＳＨ、ＶＧＬを個別に出力する専用電源（以下
、便宜的に「外部専用電源」と記す）からなるものであってもよい。
【００５８】
　すなわち、本実施形態に係る液晶表示装置１００においては、駆動電圧の供給源となる
電源回路８０の態様に関わらず、単一の構成を有するゲートドライバ及びソースドライバ
（もしくは、これらのドライバと表示パネルからなるパネルモジュール）によって、各駆
動電圧を取り込むことができるように構成されている。ここで、上記各駆動電圧ＶＤＤ、
ＶＧＨ、ＶＳＨ、ＶＧＬは、チャージポンプ回路を備えた電源回路においては、液晶表示
パネル１０における画像情報の表示状態に応じて（連動して）供給、遮断が制御され、一
方、外部専用電源からなる電源回路においては、液晶表示パネル１０における画像情報の
表示状態とは独立して供給、遮断が制御される。
【００５９】
　なお、上述した従来技術と同様に、駆動電圧ＶＧＨは走査信号のハイレベルを規定する
電圧（オン電圧：正電圧）を有し、駆動電圧ＶＧＬは走査信号のローレベルを規定する電
圧（オフ電圧：負電圧）を有し、駆動電圧ＶＤＤ、ＶＳＳはゲートドライバ２０及びソー
スドライバ３０における論理駆動電圧（ＶＳＳは、接地電位Ｖgndであってもよい）であ
り、駆動電圧ＶＳＨは表示信号の階調電圧を規定する駆動電圧である。
【００６０】
　また、ゲートドライバ２０及びソースドライバ３０は、例えば、液晶表示パネル１０が
形成される絶縁性基板（図示を省略）上に、薄膜トランジスタ等を用いて一体的に形成さ
れた構成を有するものであってもよいし、また、液晶表示パネル１０が形成された絶縁性
基板上に、ドライバＩＣの形態を有するゲートドライバ２０及びソースドライバ３０がア
センブリされた構成（モジュール化された構成；パネルモジュール）を有するものであっ
てもよい。
【００６１】
　次に、本発明に係る表示駆動装置について、実施形態を示して具体的に説明する。
　＜表示駆動装置の第１の実施形態＞
　図２は、本発明に係る表示駆動装置の第１の実施形態を示す要部構成図である。ここで
、本実施形態においては、上記電源回路から駆動電圧ＶＧＬが供給されるゲートドライバ
、特に、駆動電圧ＶＧＬの供給部の構成について詳しく説明する。
【００６２】
　本実施形態に係る表示駆動装置（ゲートドライバ）は、図２（ａ）、（ｂ）に示すよう
に、液晶表示パネル１０に配設された各走査ラインＳＬに対して、順次走査信号を印加す
るためのシフトレジスタ２１、レベルシフタ２２、出力部２３からなる周知の構成に加え
、少なくとも、ドライバ形成領域の端部（又は、ドライバチップ）に設けられた接続端子
ＴＭＤに接続されたＶＤＤ電源ライン（電源ライン）ＬＮＤと、接続端子ＴＭＨに接続さ
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れたＶＧＨ電源ラインＬＮＨと、接続端子ＴＭＬに接続されたＶＧＬ電源ラインＬＮＬと
、該ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに一端側が接続された放電抵抗ＲＬＡと、該放電抵抗ＲＬＡ
の他端側に一方の開閉接点が接続され、他方の開閉接点が接地電位に接続されたスイッチ
ＳＷＡと、を備えた構成を有している。すなわち、少なくともＶＧＬ電源ラインＬＮＬと
接地電位の間に、放電抵抗ＲＬＡとスイッチＳＷＡからなる直列回路（放電手段）が接続
された構成を有している。
【００６３】
　ここで、図２（ｂ）に示すように、ＶＤＤ電源ラインＬＮＤ、ＶＧＨ電源ラインＬＮＨ
及びＶＧＬ電源ラインＬＮＬには、ゲートドライバ２０外に設けられた電源回路８０（図
示を省略）から個別の接続端子ＴＭＤ、ＴＭＨ、ＴＭＬを介して各駆動電圧（電源電圧）
ＶＤＤ、ＶＧＨ、ＶＧＬが印加される。各駆動電圧ＶＧＨ、ＶＧＬは、レベルシフタ２２
に供給され、駆動電圧ＶＤＤは、図示を省略した駆動電圧ＶＳＳ（例えば、接地電位Ｖgn
d）とともに、ゲートドライバ２０内の各部に供給される。
【００６４】
　また、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに放電抵抗ＲＬＡを介して接続されたスイッチＳＷＡの
開閉状態（オン、オフ状態）は、モード制御信号ＭＤの信号レベルにより制御される。こ
のモード制御信号ＭＤは、例えば、ＬＣＤコントローラ４０から垂直制御信号として供給
されるＶＧＬ処理信号に基づいて、ＶＧＬモードレジスタ（放電モード制御手段）２４に
より生成されて出力される。
【００６５】
　ここで、ＶＧＬモードレジスタ２４は、ゲートドライバ２０内に設けられているもので
あってもよいし、ゲートドライバ２０外に設けられているものであってもよい。また、同
等の機能がＬＣＤコントローラ４０に設けられ、垂直制御信号として、ゲートスタート信
号やクロック信号等とともにモード制御信号ＭＤが図示を省略した接続端子を介して、ゲ
ートドライバ２０に供給される構成を有するものであってもよい。
【００６６】
　なお、図２（ａ）に示すように、シフトレジスタ２１は、ＬＣＤコントローラ４０から
垂直制御信号として供給されるゲートクロックＧＰＣＫ及びゲートスタート信号ＧＳＲＴ
に基づいて、各行の走査ラインに対応するシフト信号を順次出力し、レベルシフタ２２は
、上記電源回路８０から供給される駆動電圧ＶＧＨ、ＶＧＬに基づいて、上記シフト信号
を所定の信号レベル（ＶＧＨからなるハイレベル、ＶＧＬからなるローレベル）を有する
走査信号に変換し、出力部２３は、垂直制御信号として供給されるゲートラインアウトプ
ットイネーブル信号ＧＯＥに基づいて、各行の走査ラインＳＬへの上記走査信号の印加タ
イミングを制御する。
【００６７】
　次いで、このような構成を有するゲートドライバ２０において、液晶表示パネル１０に
表示される画像情報の表示が通常の状態（通常表示状態）から、液晶表示パネル１０ヘの
画像情報の表示を消して駆動電源の供給をオフするスタンバイ状態に移行する際の制御動
作について説明する。
　図３は、本実施形態に係る表示駆動装置の制御動作を示すタイミングチャートである。
【００６８】
　上述したゲートドライバ２０において、各駆動電圧ＶＤＤ、ＶＧＨ、ＶＧＬを供給する
電源回路８０が、上述した従来技術（図１３参照）と同様に、外部（電源部）から供給さ
れる駆動電圧ＶＤＤ、ＶＳＳ、ＶＧＨに基づいて、チャージポンプ回路により駆動電圧Ｖ
ＧＬを生成する回路構成を有している場合には、図３に示すように、通常表示状態からス
タンバイ状態への移行時に、ＶＧＬ処理動作を実行するためのＶＧＬ処理期間を設定する
。
【００６９】
　ここで、ＶＧＬ処理期間は、少なくとも、駆動電圧ＶＧＬがチャージポンプ回路を用い
て生成される構成において、ＶＧＬ電源ラインに残留する電荷を十分放電して、当該ＶＧ



(15) JP 4984391 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

Ｌ電源ラインの電位が接地電位Ｖgnd（０Ｖ）に収束した状態に移行するまでに要する時
間と同等、又は、それよりも長くなるように設定する。詳しくは、後述する。
【００７０】
　まず、通常表示期間（通常表示状態）においては、図２（ｂ）に示した回路構成におい
て、電源回路８０から接続端子ＴＭＬを介して駆動電圧ＶＧＬが入力されることにより、
ＶＧＬ電源ラインＬＮＬには、電位ＶＧＬが印加される。ここで、接続端子ＴＭＬに駆動
電圧ＶＧＬが入力された状態においては、電源回路８０と接続端子ＴＭＬとを接続する電
源供給ラインに寄生する配線容量ＣＬ（例えば、２．２μＦ）に、駆動電圧ＶＧＬに対応
する電荷が蓄積されて、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位（ＶＧＬ）が保持される。
【００７１】
　この通常表示期間においては、例えば、ＶＧＬモードレジスタ２４がゲートドライバ２
０内に設けられている場合には、図３に示すように、表示状態を規定するスタンバイ信号
がハイレベルに保持された状態において、例えば、ＬＣＤコントローラ４０から垂直制御
信号として供給されるローレベルのＶＧＬ処理信号がＶＧＬモードレジスタ２４に入力さ
れることにより、ローレベル（オフレベル）のモード制御信号ＭＤが生成されてスイッチ
ＳＷＡに出力される。これにより、スイッチＳＷＡはオフ状態となり、ＶＧＬ電源ライン
ＬＮＬの電位ＶＧＬが適正に保持される。
【００７２】
　次いで、表示パネルが通常の表示状態からスタンバイ状態に移行する際に設定されるＶ
ＧＬ処理期間においては、まず、チャージポンプ回路を備えた電源回路８０からの各駆動
電圧ＶＤＤ、ＶＧＨ、ＶＧＬの供給が遮断される。この遮断動作直後においては、電源回
路８０と各接続端子ＴＭＤ、ＴＭＨ、ＴＭＬ間、及び、各電源ラインＬＮＤ、ＬＮＨ、Ｌ
ＮＬに寄生する配線容量により、各電源ラインＬＮＤ、ＬＮＨ、ＬＮＬの電位が保持され
る。
【００７３】
　このタイミングに同期して、ＬＣＤコントローラ４０からハイレベルのＶＧＬ処理信号
が垂直制御信号として供給されることにより、ＶＧＬモードレジスタ２４によりハイレベ
ル（オンレベル）のモード制御信号ＭＤが生成されてスイッチＳＷＡに出力される。これ
により、スイッチＳＷＡはオン状態となり、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬは、放電抵抗ＲＬＡ
（例えば、１０ｋΩ）及びスイッチＳＷＡを介して接地電位Ｖgndに接続されるので、通
常表示状態においてＶＧＬ電源ラインＬＮＬに蓄積された電荷が放電されて、当該電位Ｖ
ＧＬは比較的短い時間で接地電位Ｖgnd（０Ｖ）に変化する。
【００７４】
　そして、所定のＶＧＬ処理期間が経過して、表示状態を規定するスタンバイ信号がロー
レベルに切り替わるタイミングに同期して、ＬＣＤコントローラ４０からローレベルのＶ
ＧＬ処理信号が供給されることにより、ＶＧＬモードレジスタ２４によりローレベル（オ
フレベル）のモード制御信号ＭＤがスイッチＳＷＡに出力されて、スイッチＳＷＡはオフ
状態となり、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬは、接地電位Ｖgndから電気的に遮断される。これ
により、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬは、接地電位Ｖgndから電気的に遮断されるので、ＶＧ
Ｌ電源ラインＬＮＬの電位が０Ｖ（接地電位Ｖgnd）に保持されたスタンバイ状態に移行
する。
【００７５】
　したがって、駆動電圧ＶＧＬが電源回路８０に設けられたチャージポンプ回路により生
成されて供給される場合には、ＶＧＬ処理期間（ＶＧＬ処理動作）において、ＶＧＬ電源
ラインＬＮＬが接地電位Ｖgndに接続されるため、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位ＶＧＬ
が速やかに接地電位Ｖgndに変化する。
【００７６】
　一方、ゲートドライバ２０に各駆動電圧ＶＤＤ、ＶＧＨ、ＶＧＬを供給する電源回路８
０が、個別の外部専用電源により構成されている場合（すなわち、チャージポンプ回路を
適用しない構成の場合）には、上述したようなＶＧＬ処理期間を設けない。すなわち、通
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常表示状態からスタンバイ状態への移行時において、スイッチＳＷＡをオフ状態に保持し
た状態で、各電源ラインＬＮＤ、ＬＮＨ、ＬＮＬへの駆動電圧ＶＤＤ、ＶＧＨ、ＶＧＬの
供給を、電源回路８０（外部専用電源）において直接遮断（電源ＯＦＦ）するように設定
する。すなわち、ＬＣＤコントローラ４０から供給されるＶＧＬ処理信号をローレベルに
保持することにより、ＶＧＬモードレジスタ２４から出力されるモード制御信号ＭＤの信
号レベルをローレベル（オフレベル）に保持して、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬが接地電位Ｖ
gndに接続されない状態が維持される。
【００７７】
　これにより、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬは接地電位Ｖgndから電気的に遮断されるので、
ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに蓄積された電荷は、放電抵抗ＲＬＡ及びスイッチＳＷＡを介し
て放電されず、保護素子を介したリーク電流による自然放電によってのみ放電されて、Ｖ
ＧＬ電源ラインＬＮＬの電位が徐々に接地電位Ｖgndに変化して、スタンバイ状態に移行
する。
【００７８】
　このように、本実施形態に係る表示駆動装置によれば、駆動電圧ＶＧＬを供給する電源
回路の態様（チャージポンプ回路を備えた構成か、外部専用電源からなる構成か）に応じ
て、ＶＧＬ処理信号を操作してＶＧＬモードレジスタを制御することにより、通常表示状
態からスタンバイ状態への移行時にＶＧＬ処理期間を設けて、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬを
接地電位Ｖgndに直接接続するか否かを任意に選択して設定することができる。
【００７９】
　これにより、チャージポンプ回路を適用して駆動電圧ＶＧＬが生成、供給されている場
合には、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬを接地電位Ｖgndに接続して、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬ
に蓄積された電荷を迅速に放電してスタンバイ状態に移行させることができ、通常表示状
態からスタンバイ状態への移行に際して、残像の発生や液晶の劣化を抑制することができ
る。
【００８０】
　また、液晶表示装置をスタンバイ状態から通常表示状態に復起する際、あるいは、電源
を再投入する際に、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位が接地電位Ｖgndに設定されているの
で、ＶＧＬ電源ラインに残留する電荷（電位）に起因して、ゲートドライバ２０以外のド
ライバやＬＣＤコントローラ４０よりも先にゲートドライバ２０に駆動電源が投入されて
しまい、表示誤動作が発生するという現象を防止することができる。
【００８１】
　＜表示駆動装置の第２の実施形態＞
　図４は、本発明に係る表示駆動装置の第２の実施形態を示す要部構成図である。なお、
上述した第１の実施形態と同等の構成については、その説明を簡略化する。また、ここで
は、駆動電圧ＶＧＬの供給部についてのみ詳しく説明する。
【００８２】
　上述した第１の実施形態においては、電源回路８０の態様、すなわち、駆動電圧ＶＧＬ
がチャージポンプ回路により生成、供給される構成であるか、外部専用電源により供給さ
れる構成であるかに応じて、ＶＧＬ処理信号を任意に（例えば、ユーザやメーカ等が）操
作することにより、ＶＧＬモードレジスタ２４の設定を切り換えて、放電動作の有無（Ｖ
ＧＬ処理期間の設定、非設定）を制御する構成を示したが、本実施形態においては、電源
回路８０の態様を自動的に判別して、より適切な放電方法を適用して通常表示状態からス
タンバイ状態に移行するように構成されている。
【００８３】
　すなわち、本実施形態に係る表示駆動装置（ゲートドライバ）は、図４に示すように、
少なくとも、接続端子ＴＭＬを介して駆動電圧ＶＧＬが印加されるＶＧＬ電源ラインＬＮ
Ｌに一端側が接続された放電抵抗ＲＬＡと、該放電抵抗ＲＬＡの他端側と接地電位との間
に接続されたスイッチＳＷＡと、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに一端側が接続された容量素子
（キャパシタ）ＣＢと、該容量素子ＣＢの他端側と接地電位Ｖgndとの間に接続されたス
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イッチＳＷＢと、駆動電圧ＶＧＨが一端側に印加される抵抗ＲＬＣと、該抵抗ＲＬＣの他
端側と接地電位Ｖgndとの間に接続されたスイッチＳＷＣと、抵抗ＲＬＣとスイッチＳＷ
Ｃとの接続接点ＮＣの電位を入力とするレベルシフタ２５と、該レベルシフタ２５の出力
信号を入力とするタイマー２６と、タイマー２６の検出信号、及び、ＬＣＤコントローラ
４０から供給されるＶＧＬ処理信号を入力とするＶＧＬモードレジスタ２４と、を備えた
構成を有している。
【００８４】
　ここで、容量素子ＣＢ及びスイッチＳＷＢからなる直列回路、抵抗ＲＬＣ及びスイッチ
ＳＷＣからなる直列回路、レベルシフタ２５及びタイマー２６は、本発明における電源判
別手段を構成している。特に、容量素子ＣＢ及びスイッチＳＷＢからなる直列回路と、抵
抗ＲＬＣ及びスイッチＳＷＣからなる直列回路は、本発明における電位変化検出手段を構
成し、レベルシフタ２５及びタイマー２６、ＶＧＬモードレジスタ２４は、本発明におけ
る放電動作制御手段を構成し、さらに、タイマー２６は、本発明における放電停止手段を
構成している。
【００８５】
　ここで、スイッチＳＷＡの開閉状態は、モード制御信号ＭＤの信号レベルにより制御さ
れ、スイッチＳＷＢの開閉状態は、モード制御信号ＭＤをインバータ２７により反転させ
た信号（反転信号）ＭＤ＊（図４中、符号参照）の信号レベルにより制御され、スイッチ
ＳＷＣの開閉状態は、容量素子ＣＢとスイッチＳＷＢとの接続接点ＮＢの電位Ｖnbに基づ
いて制御される。このモード制御信号ＭＤは、例えば、ＬＣＤコントローラ４０から垂直
制御信号として供給されるＶＧＬ処理信号、及び、後述するタイマー２６から出力される
検出信号に基づいて、ＶＧＬモードレジスタ２４により信号レベルが設定される。
【００８６】
　また、レベルシフタ２５は、接続接点ＮＣの電位を、駆動電圧ＶＧＨに基づくハイレベ
ル、又は、駆動電圧ＶＧＬに基づくローレベルに変換して後段のタイマー２６に出力する
。タイマー２６は、少なくとも、後述する通常表示状態からスタンバイ状態に移行する際
に設定されるＶＧＬ処理期間において、タイマー計測動作を実行し、所定時間の経過を検
出することにより、後段のＶＧＬモードレジスタ２４に検出信号を出力する。
【００８７】
　例えば、タイマー２６は、レベルシフタ２５からの出力信号（すなわち、接続接点ＮＣ
の電位）がハイレベルの状態であって、かつ、ＶＧＬ処理信号（又は、モード制御信号Ｍ
Ｄ）がハイレベルに変化するタイミングでタイマー計測動作を開始し、当該タイマー計測
動作により予め設定された所定の時間経過を検出することにより、ＶＧＬモードレジスタ
２４に検出信号を出力するとともに、上記タイマー計測動作期間中に、レベルシフタ２５
からの出力信号がローレベルに変化した場合には、当該タイマー計測動作を停止する（す
なわち、検出信号を出力しない）構成を適用することができる。
【００８８】
　なお、ＶＧＬモードレジスタ２４、レベルシフタ２５、タイマー２６は、ゲートドライ
バ２０内に設けられているものであってもよいし、少なくともいずれかが、ゲートドライ
バ２０外に設けられているものであってもよい。また、同等の機能がＬＣＤコントローラ
４０に設けられた構成を有するものであってもよい。
【００８９】
　次いで、このような構成を有するゲートドライバ２０において、通常表示状態からスタ
ンバイ状態に移行する際の制御動作について説明する。
　図５は、本実施形態に係る表示駆動装置において、チャージポンプ回路から駆動電圧Ｖ
ＧＬを供給する電源回路を適用した場合の制御動作を示すタイミングチャートであり、図
６は、本実施形態に係る表示駆動装置において、外部専用電源から駆動電圧ＶＧＬを供給
する電源回路を適用した場合の制御動作を示すタイミングチャートである。図７は、本実
施形態に係る表示駆動装置を備えた表示装置における全体動作（電源判別処理）を示すフ
ローチャートである。



(18) JP 4984391 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

【００９０】
　本実施形態に係るゲートドライバ２０においては、図５、図６に示すように、駆動電圧
ＶＧＬを供給する電源回路８０の態様（チャージポンプ回路を備えた構成、又は、外部専
用電源を備えた構成）に関わらず、通常表示状態からスタンバイ状態に移行する際に、Ｖ
ＧＬ処理動作を実行するためのＶＧＬ処理期間を設定する。
【００９１】
　まず、通常表示期間（通常表示状態）においては、上述した第１の実施形態と同様に、
電源回路８０から接続端子ＴＭＬを介して駆動電圧ＶＧＬ（例えば、－１５Ｖ）が入力さ
れることにより、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに当該電位ＶＧＬが印加された状態に保持され
る。
【００９２】
　すなわち、表示状態を規定するスタンバイ信号がハイレベルに保持された状態において
、ＬＣＤコントローラ４０からローレベルのＶＧＬ処理信号がＶＧＬモードレジスタ２４
に供給されることにより、ローレベルのモード切換信号ＭＤが出力されて、スイッチＳＷ
Ａがオフ状態に保持されるとともに、モード切換信号ＭＤの反転信号ＭＤ＊により、スイ
ッチＳＷＢがオン状態に保持される。したがって、この通常表示期間においては、ＶＧＬ
電源ラインＬＮＬに接続された容量素子ＣＢ及び配線容量ＣＬに駆動電圧ＶＧＬに応じた
電荷が蓄積される。
【００９３】
　なお、スイッチＳＷＢがオン状態に保持されることにより、接続接点ＮＢの電位Ｖnbが
ローレベルに保持されるので、スイッチＳＷＣがオフ状態に保持されて、接続接点ＮＣの
電位がシフトレジスタ２６を介して、ハイレベルの出力信号としてタイマー２６に入力さ
れる。このとき、当該タイマー２６は、ＶＧＬ処理期間中でないため（すなわち、ローレ
ベルのＶＧＬ処理信号、又は、ローレベルのモード切換信号ＭＤが入力されているため）
、タイマー計測動作を実行しない。
【００９４】
　次いで、通常表示状態からスタンバイ状態に移行するＶＧＬ処理期間においては、駆動
電圧ＶＧＬが電源回路８０に設けられたチャージポンプ回路により生成、供給されている
場合には、図５に示すように、まず、電源回路８０からの駆動電圧ＶＧＬの供給が遮断さ
れる。これにより、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位は、当該電源ラインＬＮＬに寄生する
配線容量ＣＬ（例えば、２．２μＦ）及び容量素子ＣＢに蓄積された電荷によって保持さ
れる。
【００９５】
　また、このＶＧＬ処理期間の開始タイミングに同期して、ＬＣＤコントローラ４０から
ハイレベルのＶＧＬ処理信号が供給されることにより、ＶＧＬモードレジスタ２４からハ
イレベル（オンレベル）のモード制御信号ＭＤが出力されて、スイッチＳＷＡがオン状態
に設定されるとともに、ローレベル（オフレベル）の反転信号ＭＤ＊が生成されることに
より、スイッチＳＷＢがオフ状態に設定される。さらに、このとき、タイマー２６は、レ
ベルシフタ２５からハイレベルの出力信号が入力された状態で、ハイレベルのＶＧＬ処理
信号（又は、ハイレベルのモード切換信号ＭＤ）が入力されることにより、タイマー計測
動作を開始する。
【００９６】
　これにより、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬは、放電抵抗ＲＬＡ（例えば、１０ｋΩ）及びス
イッチＳＷＡを介して接地電位Ｖgndに接続されるので、通常表示状態においてＶＧＬ電
源ラインＬＮＬ（配線容量ＣＬ）に蓄積された電荷が接地電位Ｖgndに放電されて、当該
電位は－１５Ｖ（駆動電圧ＶＧＬ）から徐々に上昇して、０Ｖ（接地電位Ｖgnd）に収束
するように変化する。
【００９７】
　なお、スイッチＳＷＢがオフ状態に設定されているので、この放電動作に伴って、ＶＧ
Ｌ電源ラインＬＮＬの電位が上昇（－１５Ｖ→０Ｖ）すると、容量素子ＣＢに蓄積された
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電荷は保持されるため、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに接続された容量素子ＣＢとスイッチＳ
ＷＢとの接続接点ＮＢの電位Ｖnbも上昇する。そして、この接続接点ＮＢの電位Ｖnbがス
イッチＳＷＣのしきい値電圧Ｖthcに達すると、スイッチＳＷＣがオン動作する。これに
より、抵抗ＲＬＣとスイッチＳＷＣとの接続接点ＮＣの電位が接地電位Ｖgndに変化し、
レベルシフタ２５に入力される電位がハイレベルからローレベルに切り替わり、タイマー
２６にローレベルの出力信号が入力されるので、上記タイマー計測動作が停止（カウント
中断）して、予め設定された所定の時間経過を検出する検出信号のＶＧＬモードレジスタ
２４への出力は行われない。
【００９８】
　そして、所定のＶＧＬ処理期間が経過して、表示状態を規定するスタンバイ信号がロー
レベルに切り替わるタイミングに同期して、ＬＣＤコントローラ４０からローレベルのＶ
ＧＬ処理信号が供給されることにより、ＶＧＬモードレジスタ２４からローレベル（オフ
レベル）のモード制御信号ＭＤが出力されて、スイッチＳＷＡがオフ状態に設定されると
ともに、ハイレベル（オンレベル）の反転信号ＭＤ＊が生成されることにより、スイッチ
ＳＷＢがオン状態に設定される。
【００９９】
　これにより、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬは、接地電位Ｖgndから電気的に遮断されるとと
もに、接続接点ＮＢが接地電位Ｖgndに接続されて、その電位Ｖnbがローレベル（接地電
位Ｖgnd）に変化するので、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位が０Ｖ（接地電位Ｖgnd）に保
持されたスタンバイ状態に移行する。
【０１００】
　一方、駆動電圧ＶＧＬが外部専用電源を備えた電源回路８０により供給されている場合
（チャージポンプ回路を適用しない構成の場合）には、図６に示すように、ＶＧＬ処理期
間において、電源回路８０からの駆動電圧ＶＧＬの供給を継続した状態を保持する。これ
により、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位は、電源回路８０から印加される駆動電圧ＶＧＬ
に保持される。
【０１０１】
　また、このＶＧＬ処理期間の開始タイミングに同期して、ＬＣＤコントローラ４０から
ハイレベルのＶＧＬ処理信号が供給されることにより、ＶＧＬモードレジスタ２４からハ
イレベル（オンレベル）のモード制御信号ＭＤが出力されて、スイッチＳＷＡがオン状態
に設定されるとともに、ローレベル（オフレベル）の反転信号ＭＤ＊が生成されることに
より、スイッチＳＷＢがオフ状態に設定される。このとき、タイマー２６は、ハイレベル
のＶＧＬ処理信号（又は、ハイレベルのモード切換信号ＭＤ）が入力されるとともに、レ
ベルシフタ２５からハイレベルの出力信号が入力されることにより、タイマー計測動作を
開始する。
【０１０２】
　これにより、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬは、放電抵抗ＲＬＡ及びスイッチＳＷＡを介して
接地電位Ｖgndに接続されるので、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬから接地電位Ｖgndに電荷が放
電されるが、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬは、外部専用電源（電源回路８０）に接続され、駆
動電圧ＶＧＬ（例えば、－１５Ｖ）が印加された状態にあるので、外部専用電源として駆
動電圧ＶＧＬに応じた十分な電荷（例えば、－１．５ｍＡの電流）を供給することができ
る電流供給能力を備えたものを適用した場合には、上記放電動作が行われた場合であって
も、ＶＧＬ供給ラインＬＮＬの電位はほとんど変化しない。なお、本実施形態においては
、駆動電圧ＶＧＬとして負の電圧（例えば、－１５Ｖ）を設定しているので、上記放電動
作は、接地電位側からＶＧＬ供給ラインＬＮＬ（電源回路）方向に、所定の電流（１．５
ｍＡ）が引き込まれるように流れる。
【０１０３】
　したがって、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに接続された容量素子ＣＢとスイッチＳＷＢとの
接続接点ＮＢの電位Ｖnbもローレベル（接地電位Ｖgnd）を保持することになるので、ス
イッチＳＷＣはオフ状態を保持し、レベルシフタ２５へ入力される接続接点ＮＣの電位は
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、ハイレベルに保持される。これにより、タイマー２６にはレベルシフタ２５からハイレ
ベルの出力信号が入力されるので、タイマー計測動作が継続される。
【０１０４】
　そして、タイマー２６によりＶＧＬ処理期間よりも短く設定された、所定の時間経過（
カウント終了）が検出されると、タイマー２６からＶＧＬモードレジスタ２４に検出信号
が出力されることにより、ＶＧＬ処理信号の信号レベルに関わらず、ＶＧＬモードレジス
タ２４によりモード制御信号ＭＤの信号レベルがハイレベルからローレベルに切り替わる
。これにより、スイッチＳＷＡがオフ状態に設定されることにより、ＶＧＬ電源ラインＬ
ＮＬは、接地電位Ｖgndから電気的に遮断されて、放電動作が停止されるとともに、スイ
ッチＳＷＢがオン状態に設定されることにより、接続接点ＮＢが接地電位Ｖgndに接続さ
れ、上述した通常表示状態と同等の状態に設定される。
【０１０５】
　その後、所定のＶＧＬ処理期間が経過して、ＬＣＤコントローラ４０からローレベルの
ＶＧＬ処理信号が供給されることにより、ＶＧＬ処理期間からスタンバイ状態（ＶＧＬ電
源ラインＬＮＬの電位は駆動電圧ＶＧＬに設定されているので、実質的なスタンバイ状態
ではなく、制御動作上の形式的なスタンバイ状態）に移行する。なお、ここでは、タイマ
ー２６から所定の時間経過を検出する検出信号が既に出力されていることから、ＶＧＬモ
ードレジスタ２４からのモード制御信号ＭＤはローレベル（オフレベル）を保持する。
【０１０６】
　そして、スタンバイ状態への移行後の任意のタイミングで、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬへ
の駆動電圧ＶＧＬの供給を電源回路（外部専用電源）８０において直接遮断（電源ＯＦＦ
）することにより、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに蓄積された電荷が、リーク電流による自然
放電によって放電されて、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位が徐々に上昇して（負電圧のＶ
ＧＬから０Ｖに収束するように変化して）、ゲートドライバ２０への電源電圧の供給が遮
断された、実質的なスタンバイ状態（パワーセーブ状態）に移行する。
【０１０７】
　このように、本実施形態に係る表示駆動装置によれば、駆動電圧ＶＧＬを供給する電源
回路の態様（チャージポンプ回路を備えた構成か、外部専用電源からなる構成か）に関わ
らず、単一の回路構成を有するゲートドライバ（又は、該ゲートドライバを搭載したパネ
ルモジュール）で、ＶＧＬ処理期間におけるＶＧＬ電源ラインの電位変化（又は、スイッ
チＳＷＣの開閉状態、あるいは、接続接点ＮＣの電位）に基づいて、電源回路の態様を判
別して、ＶＧＬ電源ラインを接地電位に直接接続する放電方式（強制放電）、又は、リー
ク電流による放電方式（自然放電）のうち、より適切な放電方式が自動的に設定される。
【０１０８】
　具体的には、本実施形態に係るゲートドライバ２０を備えた液晶表示装置１００におい
て、任意の態様（チャージポンプ回路を備えた構成、又は、外部専用電源からなる構成）
を有する電源回路８０を適用して画像情報を表示する駆動制御方法において、図７に示す
ように、通常の表示状態（Ｓ１０１）からスタンバイ状態に移行する際に、ＶＧＬ処理動
作を実行する（ＶＧＬ処理期間を開始する；Ｓ１０２）。
【０１０９】
　このＶＧＬ処理期間においては、その開始タイミングに同期して、駆動電圧ＶＧＬが供
給されるＶＧＬ電源ラインに蓄積された電荷を、所定の放電抵抗ＲＬＡを介して接地電位
Ｖgndに放電する放電動作が開始される。このとき、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに駆動電圧
ＶＧＬを供給する電源回路８０がチャージポンプ回路により駆動電圧ＶＧＬを生成する構
成を有している場合には、上記放電動作によりＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位が上昇（変
化）し、一方、電源回路８０が外部専用電源により駆動電圧ＶＧＬを供給する構成を有し
ている場合には、上記放電動作によってもＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位が変化しないの
で、この電位変化を検出することにより（Ｓ１０３）、電源回路８０がチャージポンプ回
路を備えた構成であるか、外部専用電源であるかを判別（判定）することができる。
【０１１０】
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　ここで、電源回路８０がチャージポンプ回路を備えた構成であると判定された場合には
（Ｓ１０４）、ＶＧＬ処理期間中、上記放電動作を継続する（Ｓ１０５）。この放電動作
は、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位が接地電位Ｖgndに収束するまで継続する。
　そして、ＶＧＬ処理期間が経過（終了）して、放電動作が終了されることにより（Ｓ１
０６）、ゲートドライバ２０への電源電圧（駆動電圧ＶＧＬ）の供給が遮断され、かつ、
ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位が接地電位Ｖgndに設定されたスタンバイ状態に移行する
（Ｓ１０７）。
【０１１１】
　一方、電源回路８０が外部専用電源を備えた構成であると判定された場合には（Ｓ１０
８）、上記放電動作を継続するが（Ｓ１０９）、電源回路８０からＶＧＬ電源ラインＬＮ
Ｌに駆動電圧ＶＧＬが印加され続けるので、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位はほとんど変
化しない。そして、上記放電動作の開始から、予め設定された所定の時間が経過した時点
で、放電動作が停止される（Ｓ１１０）。
【０１１２】
　そして、ＶＧＬ処理期間が経過（終了）することにより（Ｓ１１１）、制御動作上の形
式的なスタンバイ状態に移行するが、この状態においては、通常の表示状態と同様に、ゲ
ートドライバ２０に電源電圧（駆動電圧ＶＧＬ）が供給され、かつ、ＶＧＬ電源ラインＬ
ＮＬの電位が駆動電圧ＶＧＬに設定された状態に設定される。
【０１１３】
　その後、電源回路８０を直接遮断（電源ＯＦＦ）することにより（Ｓ１１２）、ゲート
ドライバ２０への電源電圧（駆動電圧ＶＧＬ）の供給が遮断されると、ＶＧＬ電源ライン
ＬＮＬに蓄積された電荷がリーク電流によって徐々に放電（自然放電）される。この放電
動作は、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位が接地電位Ｖgndに収束するまで継続し、当該放
電動作が終了することにより、ゲートドライバ２０への電源電圧（駆動電圧ＶＧＬ）の供
給が遮断され、かつ、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位が接地電位Ｖgndに設定された、実
質的なスタンバイ状態に移行する（Ｓ１０７）。
【０１１４】
　したがって、上述した第１の実施形態の作用効果に加え、電源回路の態様に関わらず、
本実施形態に係るゲートドライバ（又は、当該ゲートドライバを備えたパネルモジュール
）に電源回路を接続するだけで、通常表示状態からスタンバイ状態に移行する際に設定さ
れたＶＧＬ処理期間におけるＶＧＬ電源ラインの電位変化に基づいて、電源回路の態様を
判別し、人（ユーザやメーカ等）が介在することなく自動的により適切な放電方式を設定
することができるので、当該設定に係る作業工数を削減することができるとともに、人為
的な設定ミスによる残像の発生や液晶の劣化、表示誤動作の発生を抑制することができる
。
【０１１５】
　また、本実施形態においては、ＶＧＬ処理期間の開始タイミングに同期してタイマー計
測動作を開始するタイマーを設けて、ＶＧＬ電源ラインの電位変化に基づいて放電動作を
制御（継続、又は、停止）することにより、駆動電圧ＶＧＬがチャージポンプ回路により
生成されている場合には、ＶＧＬ処理期間中、放電動作が行われるので、ＶＧＬ電源ライ
ンの電位を十分接地電位に収束させることができるとともに、駆動電圧ＶＧＬが外部専用
電源により供給されている場合には、ＶＧＬ処理期間よりも短い時間で放電動作を停止さ
せることができるので、外部専用電源から流れる電流量を抑制して、消費電力を低減する
ことができる。
【０１１６】
　なお、本実施形態においては、電源回路として外部専用電源を適用して駆動電圧ＶＧＬ
を供給する場合、ＶＧＬ処理期間に実行される放電動作において、ＶＧＬ電源ライン（外
部専用電源）から接地電位に放電される電荷量（電流量）を極力抑制するために、当該Ｖ
ＧＬ処理期間よりも短い所定の時間経過を検出して、放電動作を停止させるタイマーを設
けた構成を示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、ＶＧＬ処理期間が十分短
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い場合（あるいは、十分短く設定できる場合）には、タイマーを適用することなく、当該
ＶＧＬ処理期間中、ＶＧＬ電源ライン（外部専用電源）から接地電位に電荷を放電し続け
るようにした構成（すなわち、タイマーを備えない構成）を有するものであってもよい。
【０１１７】
　また、本実施形態においては、外部専用電源を適用して駆動電圧ＶＧＬを供給する場合
、ＶＧＬ処理期間に実行される放電動作において、ＶＧＬ電源ラインの電位が低下しない
ように、例えば、１．５ｍＡの比較的電流供給能力の大きい外部専用電源を適用する場合
について説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、放電抵抗ＲＬＡ
の抵抗値を１０ｋΩよりも大きくすることにより、外部専用電源の電流供給能力（１．５
ｍＡ）を小さくすることもできる。但し、この場合、チャージポンプ回路を適用した電源
回路においても同等の電流供給能力を有している必要があるため、電流供給能力を小さく
設定した場合には、放電動作の所要時間が増大してしまう可能性があり、放電抵抗ＲＬＡ
の抵抗値を極端に大きく設定することには一定の制約を伴う。
【０１１８】
　＜表示駆動装置の第３の実施形態＞
　図８は、本発明に係る表示駆動装置の第３の実施形態を示す要部構成図である。なお、
上述した第１又は第２の実施形態と同等の構成については、その説明を簡略化する。また
、ここでは、駆動電圧ＶＧＬの供給部についてのみ詳しく説明する。
【０１１９】
　上述した第２の実施形態においては、ＶＧＬ処理期間におけるＶＧＬ電源ラインＬＮＬ
の電位変化に基づいて、電源回路８０の態様を自動的に判別して、より適切な放電方式を
適用して通常表示状態からスタンバイ状態に移行する構成を示したが、本実施形態におい
ては、第２の実施形態と同等の構成及び制御動作において、ＶＧＬ処理期間をより短縮す
るように構成されている。
【０１２０】
　すなわち、本実施形態に係る表示駆動装置（ゲートドライバ）は、図８に示すように、
上述した第２の実施形態に示した構成と同様に、接続端子ＴＭＬを介して駆動電圧ＶＧＬ
が印加されるＶＧＬ電源ラインＬＮＬと接地電位Ｖgndとの間に接続された放電抵抗（第
１の放電抵抗）ＲＬＡ及びスイッチＳＷＡからなる直列回路と、容量素子（キャパシタ）
ＣＢ及びスイッチＳＷＢからなる直列回路と、駆動電圧ＶＧＨと接地電位Ｖgndとの間に
接続された抵抗ＲＬＣ及びスイッチＳＷＣからなる直列回路と、スイッチＳＷＡ及びスイ
ッチＳＷＢの開閉状態を制御するＶＧＬモードレジスタ２４と、抵抗ＲＬＣ及びスイッチ
ＳＷＣの接続接点ＮＣの電位を入力とするレベルシフタ２５と、からなる構成に加え、Ｖ
ＧＬ電源ラインＬＮＬと接地電位Ｖgndとの間に接続された放電抵抗（第２の放電抵抗）
及びＲＬＤスイッチＳＷＤからなる直列回路と、レベルシフタ２５の出力信号を反転処理
するインバータ２８と、を備えた構成を有している。
【０１２１】
　ここで、スイッチＳＷＤの開閉状態は、レベルシフタ２５の出力信号をインバータ２８
により反転した信号により制御される。また、駆動電圧ＶＧＬは、例えば、－１５Ｖに設
定され、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに寄生する配線容量ＣＬは、例えば、２．２μＦに設定
され、放電抵抗ＲＬＡの抵抗値は、例えば、５０ｋΩに設定され、放電抵抗ＲＬＤの抵抗
値は、例えば、１ｋΩに設定され、電源回路８０の電流供給能力は、例えば、０．３ｍＡ
に設定されている。
【０１２２】
　なお、ＶＧＬモードレジスタ２４、レベルシフタ２５、インバータ２８は、ゲートドラ
イバ２０内に設けられているものであってもよいし、少なくともいずれかが、ゲートドラ
イバ２０外に設けられているものであってもよい。また、同等の機能がＬＣＤコントロー
ラ４０に設けられた構成を有するものであってもよい。
【０１２３】
　次いで、このような構成を有するゲートドライバ２０において、通常表示状態からスタ
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ンバイ状態に移行する際の制御動作について説明する。
　図９は、本実施形態に係る表示駆動装置において、チャージポンプ回路から駆動電圧Ｖ
ＧＬを供給する電源回路を適用した場合の制御動作を示すタイミングチャートであり、図
１０は、本実施形態に係る表示駆動装置において、外部専用電源から駆動電圧ＶＧＬを供
給する電源回路を適用した場合の制御動作を示すタイミングチャートである。図１１は、
本実施形態に係る表示駆動装置を備えた表示装置における全体動作（電源判別処理）を示
すフローチャートである。
【０１２４】
　本実施形態に係るゲートドライバ２０においては、図９、図１０に示すように、上述し
た第２の実施形態と同様に、駆動電圧ＶＧＬを供給する電源回路８０の態様（チャージポ
ンプ回路を備えた構成、又は、外部専用電源を備えた構成）に関わらず、通常表示状態か
らスタンバイ状態に移行する際に、ＶＧＬ処理動作を実行するためのＶＧＬ処理期間を設
定する。
【０１２５】
　まず、通常表示期間（通常表示状態）においては、表示状態を規定するスタンバイ信号
がハイレベルに保持された状態において、ＬＣＤコントローラ４０からローレベルのＶＧ
Ｌ処理信号がＶＧＬモードレジスタ２４に供給されることにより、ローレベルのモード切
換信号ＭＤが出力されて、スイッチＳＷＡがオフ状態に保持されるとともに、モード切換
信号ＭＤの反転信号ＭＤ＊により、スイッチＳＷＢがオン状態に保持される。
【０１２６】
　また、スイッチＳＷＢがオン状態に保持されることにより、接続接点ＮＢの電位Ｖnbが
ローレベルに保持されるので、スイッチＳＷＣがオフ状態に保持されて、接続接点ＮＣの
ハイレベルの電位がシフトレジスタ２５及びインバータ２８を介して、ローレベルの制御
信号としてスイッチＳＷＤに印加され、当該スイッチＳＷＤはオフ状態に保持される。
【０１２７】
　これにより、上述した第２の実施形態と同様に、電源回路８０から接続端子ＴＭＬを介
して印加された駆動電圧ＶＧＬ（－１５Ｖ）に応じた電荷が、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに
接続された容量素子ＣＢ及び配線容量ＣＬに蓄積されて、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位
ＶＧＬが保持される。
【０１２８】
　次いで、通常表示状態からスタンバイ状態に移行するＶＧＬ処理期間においては、駆動
電圧ＶＧＬが電源回路８０に設けられたチャージポンプ回路により生成、供給されている
場合には、図９に示すように、まず、電源回路８０からの駆動電圧ＶＧＬの供給が遮断さ
れる。これにより、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位は、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに寄生す
る配線容量ＣＬ及び容量素子ＣＢに蓄積された電荷によって保持される。
【０１２９】
　また、このＶＧＬ処理期間の開始タイミングに同期して、ＬＣＤコントローラ４０から
ハイレベルのＶＧＬ処理信号が供給されることにより、ＶＧＬモードレジスタ２４からハ
イレベル（オンレベル）のモード制御信号ＭＤが出力されて、スイッチＳＷＡがオン状態
に設定されるとともに、ローレベル（オフレベル）の反転信号ＭＤ＊が生成されることに
より、スイッチＳＷＢがオフ状態に設定される。
【０１３０】
　また、このＶＧＬ処理期間の開始直後においては、接続接点ＮＢの電位Ｖnbがローレベ
ル（接地電位Ｖgnd）に保持されていることにより、スイッチＳＷＣはオフ状態を保持す
るので、接続接点ＮＣのハイレベルの電位がレベルシフタ２５及びインバータ２８を介し
て、ローレベルの制御信号としてスイッチＳＷＤに印加されて、当該スイッチＳＷＤはオ
フ状態を保持する。
【０１３１】
　これにより、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬは、放電抵抗ＲＬＡ及びスイッチＳＷＡを介して
接地電位Ｖgndに接続されるので、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに蓄積された電荷が放電され
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る。ここで、放電抵抗ＲＬＡは、比較的高い抵抗値（５０ｋΩ）に設定されているので、
ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位は駆動電圧ＶＧＬ（－１５Ｖ）から比較的緩やかに上昇し
て、接地電位Ｖgnd（０Ｖ）に収束するように変化する。
【０１３２】
　この放電動作に伴って、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位が徐々に上昇すると、スイッチ
ＳＷＢがオフ状態に設定されているので、容量素子ＣＢに蓄積された電荷は保持されて、
ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに接続された容量素子ＣＢとスイッチＳＷＢとの接続接点ＮＢの
電位Ｖnbも上昇する。そして、この接続接点ＮＢの電位ＶnbがスイッチＳＷＣのしきい値
電圧Ｖthcに達すると、スイッチＳＷＣがオン動作することにより、抵抗ＲＬＣとスイッ
チＳＷＣとの接続接点ＮＣの電位が接地電位Ｖgndに設定されるので、レベルシフタ２５
及びインバータ２８を介してスイッチＳＷＤに印加される制御信号はハイレベルに設定さ
れ、当該スイッチＳＷＤがオン動作する。
【０１３３】
　これにより、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬは、放電抵抗ＲＬＤ及びスイッチＳＷＤを介して
接地電位Ｖgndに接続されるので、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに蓄積された電荷が放電抵抗
ＲＬＤ及びスイッチＳＷＤを介して放電される。ここで、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬからの
放電動作は、ともに接地電位Ｖgndに接続された放電抵抗ＲＬＡ及びＲＬＤを介して並行
して行われるが、放電抵抗ＲＬＤは、放電抵抗ＲＬＡに比較して十分低い抵抗値（１ｋΩ
）に設定されているので、上記電荷はより抵抗値の低い放電抵抗ＲＬＤ及びスイッチＳＷ
Ｄを介して急速に放電され、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位は接地電位Ｖgnd（０Ｖ）に
収束するように急峻に上昇する。
【０１３４】
　したがって、単一の抵抗値を有する放電抵抗を用いて放電動作を行う場合（例えば、第
２の実施形態に示した構成）に比較して、より低い抵抗値を有する放電抵抗を用いて放電
動作を行うことにより、当該放電動作が迅速に実行されるので、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬ
の電位を駆動電圧（－１５Ｖ）から迅速に接地電位Ｖgnd（０Ｖ）に変化させることがで
き、結果的により短いＶＧＬ処理期間で、通常表示状態からスタンバイ状態への移行を実
現することができる。
【０１３５】
　次いで、所定のＶＧＬ処理期間が経過して、表示状態を規定するスタンバイ信号がロー
レベルに切り替わるタイミングに同期して、ＬＣＤコントローラ４０からローレベルのＶ
ＧＬ処理信号が供給されることにより、ＶＧＬモードレジスタ２４からローレベル（オフ
レベル）のモード制御信号ＭＤが生成されて、スイッチＳＷＡがオフ状態に設定されると
ともに、ハイレベル（オンレベル）の反転信号ＭＤ＊が生成されることにより、スイッチ
ＳＷＢがオン状態に設定される。
【０１３６】
　また、接続接点ＮＢの電位Ｖnbがローレベル（接地電位Ｖgnd）に設定されることによ
り、スイッチＳＷＣはオフ状態に設定されるので、接続接点ＮＣのハイレベルの電位がレ
ベルシフタ及びインバータを介して、ローレベルの制御信号としてスイッチＳＷＤに印加
されて、当該スイッチＳＷＤはオフ状態に設定される。
【０１３７】
　これにより、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬは、接地電位Ｖgndから電気的に遮断されるとと
もに、接続接点ＮＢの電位Ｖnbがローレベル（接地電位Ｖgnd）に変化するので、ＶＧＬ
電源ラインＬＮＬの電位が０Ｖ（接地電位Ｖgnd）に保持されたスタンバイ状態に移行す
る。
【０１３８】
　一方、駆動電圧ＶＧＬが外部専用電源を備えた電源回路により供給されている場合（チ
ャージポンプ回路を適用しない構成の場合）には、図１０に示すように、ＶＧＬ処理期間
において、電源回路８０からの駆動電圧ＶＧＬの供給を継続した状態を保持する。これに
より、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位は、電源回路８０から印加される駆動電圧ＶＧＬ（
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－１５Ｖ）に保持される。
【０１３９】
　また、このＶＧＬ処理期間の開始タイミングに同期して、ＬＣＤコントローラ４０から
ハイレベルのＶＧＬ処理信号が供給されることにより、ＶＧＬモードレジスタ２４からハ
イレベル（オンレベル）のモード制御信号ＭＤが出力されて、スイッチＳＷＡがオン状態
に設定されるとともに、ローレベル（オフレベル）の反転信号ＭＤ＊が生成されることに
より、スイッチＳＷＢがオフ状態に設定される。
【０１４０】
　これにより、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬから放電抵抗ＲＬＡ及びスイッチＳＷＡを介して
接地電位Ｖgndに電荷が放電されるが、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬには、外部専用電源（電
源回路８０）から駆動電圧ＶＧＬ（例えば、－１５Ｖ）が印加された状態にあり、また、
放電抵抗ＲＬＡが比較的高い抵抗値（５０ｋΩ）に設定されているので、上記放電動作は
比較的緩やかに行われるとともに、ＶＧＬ供給ラインＬＮＬの電位はほとんど変化しない
。すなわち、電源回路８０として比較的小さい電流供給能力（－０．３ｍＡ）を備えた外
部専用電源を適用することができる。なお、本実施形態においても、駆動電圧ＶＧＬとし
て負の電圧（例えば、－１５Ｖ）を設定しているので、上記放電動作は、接地電位側から
ＶＧＬ供給ラインＬＮＬ（電源回路）方向に、所定の電流（０．３ｍＡ）が引き込まれる
ように流れる。
【０１４１】
　したがって、接続接点ＮＢの電位Ｖnbは、ローレベル（接地電位Ｖgnd）を保持するの
で、スイッチＳＷＣはオフ状態を保持し、接続接点ＮＣのハイレベルの電位が、レベルシ
フタ２５及びインバータ２８を介して、ローレベルの制御信号としてスイッチＳＷＤに印
加されて、当該スイッチＳＷＤは、オフ状態を保持する。
【０１４２】
　そして、所定のＶＧＬ処理期間（上記チャージポンプ回路を備えた電源回路８０におい
て、放電動作によりＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位が接地電位Ｖgndに収束するまでに要
する時間により規定される）が経過して、表示状態を規定するスタンバイ信号がローレベ
ルに切り替わるタイミングに同期して、ＬＣＤコントローラ４０からローレベルのＶＧＬ
処理信号が供給されることにより、ＶＧＬ処理期間からスタンバイ状態（制御動作上の形
式的なスタンバイ状態）に移行する。
　その後、任意のタイミングで、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬへの駆動電圧ＶＧＬの供給を電
源回路８０において直接遮断（電源ＯＦＦ）することにより、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬに
蓄積された電荷が、リーク電流による自然放電によって放電されて、ＶＧＬ電源ラインＬ
ＮＬの電位が徐々に上昇して、ゲートドライバ２０への電源電圧の供給が遮断された、実
質的なスタンバイ状態（パワーセーブ状態）に移行する。
【０１４３】
　このように、本実施形態に係る表示駆動装置によれば、上述した第２の実施形態と同様
に、駆動電圧ＶＧＬを供給する電源回路の態様（チャージポンプ回路を備えた構成か、外
部専用電源からなる構成か）に関わらず、単一の回路構成を有するゲートドライバ（又は
、該ゲートドライバを搭載したパネルモジュール）で、ＶＧＬ処理期間におけるＶＧＬ電
源ラインの電位変化に基づいて、電源回路の態様を判別して、ＶＧＬ電源ラインを接地電
位に直接接続する放電方式（強制放電）、又は、リーク電流による放電方式（自然放電）
のうち、より適切な放電方式が自動的に設定される。
【０１４４】
　具体的には、本実施形態に係るゲートドライバ２０を備えた液晶表示装置１００におい
て、任意の態様（チャージポンプ回路を備えた構成、又は、外部専用電源からなる構成）
を有する電源回路８０を適用して画像情報を表示する駆動制御方法において、図１１に示
すように、通常の表示状態（Ｓ２０１）からスタンバイ状態に移行する際に、ＶＧＬ処理
動作を実行する（ＶＧＬ処理期間を開始する；Ｓ２０２）。
【０１４５】
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　このＶＧＬ処理期間においては、その開始タイミングに同期して、まず、駆動電圧ＶＧ
Ｌが供給されるＶＧＬ電源ラインＬＮＬに接続された高抵抗の放電抵抗ＲＬＡ（５０ｋΩ
）を介して、当該電源ラインＬＮＬに蓄積された電荷を放電する放電動作が開始される。
このとき、上述した第２の実施形態と同様に、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位変化を検出
することにより（Ｓ２０３）、電源回路８０がチャージポンプ回路を備えた構成であるか
、外部専用電源であるかを判別（判定）することができる。
【０１４６】
　ここで、電源回路８０がチャージポンプ回路を備えた構成であると判定された場合には
（Ｓ２０４）、ＶＧＬ処理期間中、放電動作を継続するとともに（Ｓ２０５）、ＶＧＬ電
源ラインＬＮＬの電位が所定の電圧値（スイッチＳＷＣのしきい値電圧Ｖthc）に到達し
たことを検出して、上記放電抵抗ＲＬＡよりも低抵抗の放電抵抗ＲＬＤ（１ｋΩ）を介し
て、当該電源ラインＬＮＬに蓄積された電荷を放電する（Ｓ２０６）。この放電動作は、
ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位が接地電位Ｖgndに収束するまで継続する。
【０１４７】
　そして、ＶＧＬ処理期間が経過経過（終了）して、放電動作が終了されることにより（
Ｓ２０７）、ゲートドライバへの電源電圧（駆動電圧ＶＧＬ）の供給が遮断され、かつ、
ＶＧＬ電源ラインの電位が接地電位に設定されたスタンバイ状態に移行する（Ｓ２０８）
。
【０１４８】
　一方、電源回路が外部専用電源を備えた構成であると判定された場合には（Ｓ２０９）
、ＶＧＬ処理期間中、高抵抗の放電抵抗ＲＬＡを介して、放電動作が継続される（Ｓ２１
０）。このとき、電源回路８０からＶＧＬ電源ラインＬＮＬを介して接地電位Ｖgndに電
流が流れるが、高抵抗の放電抵抗ＲＬＡを介して、放電動作が行われるので、ＶＧＬ電源
ラインＬＮＬの電位はほとんど変化せず、また、放電動作に伴う電流量が抑制されること
から、電源回路８０における消費電力が抑制される。
【０１４９】
　そして、ＶＧＬ処理期間が経過（終了）することにより（Ｓ２１１）、制御動作上の形
式的なスタンバイ状態に移行するが、この状態においては、通常の表示状態と同様に、ゲ
ートドライバ２０に電源電圧（駆動電圧ＶＧＬ）が供給され、かつ、ＶＧＬ電源ラインＬ
ＮＬの電位が駆動電圧ＶＧＬに設定された状態に設定される。
【０１５０】
　その後、電源回路８０を直接遮断（電源ＯＦＦ）をすることにより（Ｓ２１２）、ＶＧ
Ｌ電源ラインＬＮＬに蓄積された電荷が自然放電され、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの電位が
接地電位に収束することにより当該放電動作が終了する。これにより、ゲートドライバ２
０への電源電圧（駆動電圧ＶＧＬ）の供給が遮断され、かつ、ＶＧＬ電源ラインＬＮＬの
電位が接地電位Ｖgndに設定された、実質的なスタンバイ状態に移行する（Ｓ２０８）。
【０１５１】
　したがって、上述した第２の実施形態と同様に、電源回路の態様に関わらず、本実施形
態に係るゲートドライバ（又は、当該ゲートドライバを備えたパネルモジュール）に電源
回路を接続するだけで、ＶＧＬ処理期間におけるＶＧＬ電源ラインの電位変化に基づいて
、電源回路の態様を判別し、より適切な放電方式を自動的に設定することができるので、
当該設定に係る作業工数を削減することができるとともに、人為的な設定ミスによる残像
の発生や液晶の劣化、表示誤動作の発生を抑制することができる。
【０１５２】
　また、本実施形態においては、駆動電圧ＶＧＬがチャージポンプ回路により生成されて
いる場合には、放電動作に関わる放電抵抗の抵抗値を低くするように切り換えてＶＧＬ電
源ラインからの放電を迅速に促進することができるので、ＶＧＬ処理期間を短縮すること
ができる。また、駆動電圧ＶＧＬが外部専用電源から供給されている場合には、放電抵抗
の抵抗値を高く設定した状態で放電動作が実行されるので、当該外部専用電源（電源回路
）の電流供給能力を低く設定することができるとともに、放電動作に関わる電流量を抑制
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して、消費電力を低減することができる。
【０１５３】
　なお、本実施形態においては、ＶＧＬ処理期間に実行される放電動作の初期の段階で適
用される放電抵抗の抵抗値を大きくすることにより、電源回路の電流供給能力を低減する
ことができるとともに、放電抵抗の抵抗値を切り換えることにより、ＶＧＬ処理期間を短
縮することができることを示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、
上述した第２の実施形態と同様に、タイマーを設けて、ＶＧＬ電源ラインの電位変化に基
づいて、放電動作を上記ＶＧＬ処理期間よりもさらに短い時間で停止するようにして、電
源回路（外部専用電源）から流れる電流量を抑制し、消費電力を低減するようにしてもよ
い。
【０１５４】
　なお、上述した各実施形態においては、表示装置の一例として、液晶表示装置を示し、
本発明をゲートドライバに適用した場合について説明したが、本発明はこれに限定される
ものではない。すなわち、上述した表示パネルにおける表示状態が通常の表示状態からス
タンバイ状態に移行する機能のように、電源電圧の供給状態が変化する機器であって、か
つ、電源回路として、チャージポンプ回路により当該電源電圧を生成する構成と外部専用
電源により供給する構成のいずれをも適用することができ、さらに、上記電源電圧の供給
状態の変化により、電源ラインに残留する電荷（電位）に起因して、素子の劣化や動作状
態の誤動作等を生じる場合に良好に適用することができ、例えば、ＥＬ表示パネルや画像
読取装置の走査ドライバ等に適用することもできる。
【図面の簡単な説明】
【０１５５】
【図１】本発明に係る表示装置の構成を適用した液晶表示装置の一実施形態を示す概略ブ
ロック図である。
【図２】本発明に係る表示駆動装置の第１の実施形態を示す要部構成図である。
【図３】第１の実施形態に係る表示駆動装置の制御動作を示すタイミングチャートである
。
【図４】本発明に係る表示駆動装置の第２の実施形態を示す要部構成図である。
【図５】第２の実施形態に係る表示駆動装置において、チャージポンプ回路から駆動電圧
ＶＧＬを供給する電源回路を適用した場合の制御動作を示すタイミングチャートである。
【図６】第２の実施形態に係る表示駆動装置において、外部専用電源から駆動電圧ＶＧＬ
を供給する電源回路を適用した場合の制御動作を示すタイミングチャートである。
【図７】第２の実施形態に係る表示駆動装置を備えた表示装置における全体動作（電源判
別処理）を示すフローチャートである。
【図８】本発明に係る表示駆動装置の第３の実施形態を示す要部構成図である。
【図９】第３の実施形態に係る表示駆動装置において、チャージポンプ回路から駆動電圧
ＶＧＬを供給する電源回路を適用した場合の制御動作を示すタイミングチャートである。
【図１０】第３の実施形態に係る表示駆動装置において、外部専用電源から駆動電圧ＶＧ
Ｌを供給する電源回路を適用した場合の制御動作を示すタイミングチャートである。
【図１１】第３の実施形態に係る表示駆動装置を備えた表示装置における全体動作（電源
判別処理）を示すフローチャートである。
【図１２】アクティブマトリクス型の駆動方式を採用した液晶表示装置の概略構成を示す
ブロック図である。
【図１３】従来技術におけるチャージポンプ回路を備えた電源回路の一例を示す概略回路
図である。
【符号の説明】
【０１５６】
　１００　　　液晶表示装置
　１０　　　液晶表示パネル
　２０　　　ゲートドライバ
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　２１　　　シフトレジスタ
　２２、２５　　　　レベルシフタ
　２４　　　ＶＧＬモードレジスタ
　２６　　　タイマー
　３０　　　データドライバ
　４０　　　ＬＣＤコントローラ
　ＲＬＡ、ＲＬＤ　　放電抵抗
　ＳＷＡ～ＳＷＤ　　スイッチ
　ＣＢ　　　容量素子

【図１】 【図２】
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